


議 会 日 誌
▼ 1 月

5 日(火) 各常任委員会

6日(水) 各特別委員会

▼ ２月

2 日(火) 各常任委員会

3日(水) 各特別委員会

16日(火) 議会運営委員会

22日(月) 議会運営委員会

各常任委員会

各特別委員会

23日(火) 議会運営委員会

[第 1 回定例会開会]

本会議（会期決定〈30日間〉、道政

執行方針、提案説明、教育行政執行

方針、質疑〈 3人〉、議案等可決）

議場コンサート

▼ 3 月

2 日(火) 議会運営委員会

本会議（代表質問〈 1 人〉）

3日(水) 議会運営委員会

本会議（代表質問〈 1 人〉）

4日(木) 議会運営委員会

本会議（代表質問〈 2 人〉）

8日(月) 水産林務委員会

議会運営委員会

本会議（一般質問〈 4 人〉）

9日(火) 議会運営委員会

本会議（一般質問〈 6 人〉）

10日(水) 議会運営委員会

本会議（一般質問〈 6 人〉）

11日(木) 議会運営委員会

本会議（一般質問〈 6 人〉）

12日(金) 議会運営委員会

本会議（一般質問〈 7 人〉）（予算

特別委員会設置）

予算特別委員会（正副委員長の互選、

3分科会設置）

予算特別委員会第 1・第 2・第 3分

科会（正副委員長の互選）

15日(月) 予算特別委員会

保健福祉委員会

建設委員会

文教委員会

少子・高齢社会対策特別委員会

議会運営委員会

本会議（補正予算先議、意見調整、

議案等可決）

17日(水) 予算特別委員会第 1・第 2・第 3分

科会（各部所管審査）

18日(木) 予算特別委員会第 1・第 2・第 3分

科会（各部所管審査）

19日(金) 予算特別委員会第 1・第 2・第 3分

科会（各部所管審査）

23日(火) 予算特別委員会（各分科委員長報告、

総括質疑、意見調整、議案等可決）

24日(水) 各常任委員会

各特別委員会

議会運営委員会

本会議（各委員長報告、議案等可決、

追加提案説明・採決、決議案 4 件可

決、意見案20件可決、議員派遣を決

定、関係委員会の閉会中請願継続審

査及び事務継続調査の決定）

[第 1 回定例会閉会]

本書においては、便宜上、会派の名称を次の

とおり表記した。

自民党・道民会議 自民

民主党・道民連合 民主

公明党 公明

フロンティア フロンティア

日本共産党 共産
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第 1 回 定 例 会

▼総額 2 兆8181億円余の平成22年度当初予算を可決 ▲

概 要

① 平成22年度当初予算案等を審議する第 1回定例会は、 2月23日招集され、会議録署名議員の指定等

の後、会期を 3月24日までの30日間と決定。

次に、総額 2兆8181億円余の平成22年度予算及びこれに関連する議案等が上程され、知事から道政

執行方針並びに提出議案に関する説明、教育長から教育行政執行方針に関する説明。

次に、議案第96号「平成21年度北海道一般会計補正予算（第 7号）」ないし第99号「北海道緊急雇用

創出事業臨時特例基金条例の一部を改正する条例案」について先議することを決定し、質疑を行った

後、委員会付託を省略し、いずれも異議なく原案可決。

その後、議案調査のため、 2月24日から2月26日まで及び 3月 1 日の本会議を休会することに決定

して散会。

② 休会明けの 3月 2日、代表質問に入った。

③ 3月 4日、代表質問を終結。

議案調査のため、 3月 5日の本会議を休会することに決定して散会。

④ 休会明けの 3月 8日、平成21年度北海道一般会計補正予算等の追加提案があり、

その後、一般質問に入った。

⑤ 3月12日、一般質問を終結。

その後、予算特別委員会を設置し、議案等を各委員会に付託。

⑥ 3月15日、先議案件に関する委員長報告、討論の後、採決の結果、いずれも委員長報告のとおり原

案可決。

その後、議案調査のため、 3月16日から 3月19日まで及び 3月23日までの本会議を休会することに

決定して散会。

⑦ 予算特別委員会は、 3月12日に正副委員長の互選を行い、 3分科会を設置。15日、平成21年度各会

計補正予算案について先議を行い、質疑、採決の結果、いずれも原案可決と決定。17日から先議案件

を除く案件について、各部所管の審査に入り、19日にこれを終了。23日、総括質疑を行い、同日、付

託議案に対する質疑を終結。予算の組替等を求める動議１件が提案され、否決した後、付託議案につ

いて、いずれも原案可決と決定。

なお、審査の経緯にかんがみ、北海道の経済・雇用状況は、国や道の景気対策もあって、一部にや

や明るさが見られるものの、依然として厳しい情勢が続いている。道は、あらゆる方策を尽くして、

経済・雇用状況の改善に努めるべきである。今回、 7名もの犠牲者を出したグループホーム火災につ

いては、制度上や運営者側、指導・監督に当たる道や市の体制など、さまざまな問題があることが明

らかとなった。道として、こうした問題点を早急に検証するとともに、こうした悲惨な事故が二度と

－ 3 －－ 3 －



起こらないよう早急に対策を講じるべきである。教育には、適度な競争とそれに伴った向上心が不可

欠であり、学習到達度を客観的に判断するためにも調査結果を公開することが必要である。本道教育

の充実・発展のためには、北海道教育委員会と教職員組合が「開かれた場」での真摯な協議を行い、

道民の理解を得ることが重要であり、教育関係者が一丸となって本道教育の正常化に取組むべきであ

る。道営電気事業をめぐる状況は、環境への付加が少ない発電方式への関心の高まりやこれまでと同

様の総括原価方式による電力供給契約が締結され経営の安定化が図られるなど、大きく変化してきて

おり、その経営形態については、できる限り速やかに、民間譲渡のほか直営での運営を含め総合的に

検討すべきであることについて、意見を付すことに決定した。

⑧ 会期最終日の 3月24日、各付託議案に対する委員長報告の後、予算組替等を求める動議 1 件が提案

され、説明、討論の後、採決の結果、否決。

次に、各付託議案について採決を行い、いずれも委員長報告のとおり原案可決。

次に、北海道副知事等人事案件 2 件が追加提案され、知事から提案説明の後、委員会付託を省略し、

採決の結果いずれも同意議決。

次に、決議案第 1号「鳩山由紀夫衆議院議員並びに小沢一郎衆議院議員の「政治とカネ」にかかわ

る問題の全容解明と説明責任を果たすよう求める決議」ないし決議案第 3号「石川知裕衆議院議員の

議員辞職を求める決議」が提案され、説明及び委員会付託を省略し、採決の結果、いずれも原案可決。

次に、決議案第 4号「北海道教育への信頼を回復し正常化を求める決議」が提案され、説明及び委

員会付託を省略し、採決の結果、原案可決。

次に、意見案第 1号「新成長戦略に関する早期の工程表の作成及び今後政策を推進する上での財政

展望の明示を求める意見書」等24件の意見案が提案され、意見案第 1 号ないし第13号、第15号ないし

第17号及び第19号ないし第24号の説明を省略し、討論の後、採決の結果、意見案第15号「日米間の外

交にかかわる密約問題の徹底解明等を求める意見書」及び第17号「医療提供体制の拡充に関する意見

書」、第19号「地球温暖化対策基本法の制定を求める意見書」並びに第21号「地域主権の確立及び地方

財政制度の抜本的改革を求める意見書」についてはいずれも否決。意見案第１号ないし第14号、第16

号、第18号、第20号、第22号ないし第24号についてはいずれも原案可決。

次に、議員派遣の件について、異議なく決定。

最後に、閉会中請願継続審査及び事務継続調査の件について異議なく決定の後、開会以来30日目の

3 月24日に閉会した。

⑨ 提出案件の議決状況は次のとおりである。

議 決 状 況

提 案 者 提出件数 計
原案可決 同意議決 修正議決 承認議決 継続審査 否 決 報告のみ

知 事 123 115 2 1 5 123

議 員 29 24 5 29

計 152 139 2 1 5 5 152

－ 4 －－ 4 －



本 会 議

○ 2月23日（火） 午前10時 5 分開議、石井孝一

議長、平成22年第 1 回定例会の開会を宣し、議長

から鰹谷忠議員（民主、12月15日）及び横山信一

議員（公明、 2月22日）の辞職許可について報告

の後、12月13日執行の恵庭市選挙区補欠選挙にお

いて当選した田中芳憲議員（自民）及び 1月26日

執行の網走市選挙区補欠選挙において当選した佐

藤伸弥議員（民主）を紹介した後、

日程第 1 議席の一部変更並びに補欠当選議員

の議席指定の件を議題とし、別紙配付議席表のと

おりとすることを決定。

日程第 2 会議録署名議員の指定を議題とし、

諸般の報告の後、議長から元議員遠藤常二氏の逝

去（ 2月 3 日）について弔意を表した旨及び議員

派遣について報告。

日程第 3 会期決定の件を議題とし、今期定例

会の会期を本日から 3月24日までの30日間と決定。

日程第 4 議案第 1号ないし第99号及び報告第

1号を議題とし、知事から道政執行方針並びに提

出議案に関する説明の後、教育長から教育行政執

行方針に関する説明。日程第 4のうち議案第96号

ないし第99号を先議することについて異議なく決

定し、議事進行の都合により午前11時22分休憩。

午後 1時 4 分再開。

議案第96号ないし第99号に関する質疑に入り、

中村 裕之議員（自民）から、

1 公共事業の執行について

2 安心こども基金について

3 緊急雇用創出事業臨時特例基金

について

4 「緑の分権改革」推進事業について

等について質疑、知事から答弁。

須田 靖子議員（民主）から、

1 経済・雇用状況への認識について

2 緊急雇用創出事業について

3 きめ細やかなインフラ整備事業

について

4 緑の分権改革推進事業費について

等について質疑、知事から答弁。

真下 紀子議員（共産）から、

1 きめ細やかなインフラ整備につ

いて

・事業の選定の考え方について

・中小企業者等の受注機会の確保

等について

2 安心こども基金について

・道内待機児童の実態などについて

・超過入所の実態と保育所の基準について

3 地域医療再生臨時特例基金について

・地域医療再生計画の実施について

・全道域事業について

4 緊急雇用創出事業臨時特例基金について

・これまでの事業効果などについて

・人材育成について

・安定雇用への転換などについて

5 「緑の分権改革」推進事業費について

・「基本的な理念、めざす方向」についての知事

の認識について

・資源賦存量の調査等について

・地熱発電について

等について質疑、知事から答弁があって質疑を終

結。委員会付託を省略し、採決に入り異議なく原

案可決。

議案調査のため 2 月24日から 2月26日まで及び

3月 1日の本会議を休会することに決定し、午後

1時59分散会。

○ 3月 2日（火） 午前10時 2 分開議。諸般の報

告の後、

日程第 1 議案第 1号ないし第95号及び報告第

1号を議題とし、代表質問に入り、

岡田 篤議員（民主）から、

1 知事の政治姿勢について

・国の政権公約、新年度予算との

連動について

・知事公約について

2 財政運営について

・国の地方財政改革について

・今後の税財政改革について

・地方交付税の再編拡充について

・臨時財政対策債について

・道財政の危機的状況について

・「新たな行財政改革の取組」について

・道財政の見通しについて

－ 5 －－ 5 －
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・委託契約に係る入札への総合評価方式の導入

などについて

・入札制度について

3 米粉の普及について

4 氷雪熱エネルギーについて

・北海道農業のあり方について

・温室効果ガスの排出量取引について

・氷雪熱エネルギーの取組について

5 教育課題について

・子どもの学力について

・学力の定義について

・保護者からの期待や圧力について

・親が望む子どもの発達イメージについて

・学校改善リサイクルについて

・障がい児教育における環境整備について

・スクールバスの整備について

・スクールバスの増便について

・障がい児教育施設のあり方について

・障がい児の教育施策について

等について質問があり、知事、山本副知事、経済部長、農政部

参事監、建設部長、会計管理者兼出納局長及び教育長から答弁。

同議員から再質問。知事及び教育長から答弁。

清水 誠一議員（自民）から、

1 北海道産業振興条例について

・助成率の引上げについて

・対象要件の見直しについて

2 野生鳥獣被害対策について

・エゾシカによる被害の実態について

・被害防止対策等について

・北海道猟友会との協議等について

・残滓の処理方法等について

・銃猟免許者数の推移等について

・エゾシカ肉の有効活用について

・狩猟税について

3 障がいを持つ公・私立通学生への対応について

4 公務員の政治活動について

・公務員の政治活動の制限について

・職員組合の実態調査について

5 学校週 5日制について

・学校週 5日制に関する実態調査について

・北海道教育推進計画における学校週 5日制の

取扱いについて

・土曜日の授業について

等について質問があり、知事、総合政策部参事監、環境生活部

長及び教育長から答弁。同議員から再質問。知事、教育長から

答弁があって、議事進行の都合により午後 3 時休憩。午後 3時

22分再開。

北 準一議員（民主）から、

1 地域産業創出・経済活性化につ

いて

・地域資源を活用する施策の成果

などについて

・地域資源を活用した取組について

・バイオマス資源の活用について

・観光のブランド化を担う人材の育成について

・食クラスターの推進について

2 夕張市財政再生計画について

・計画策定に関する道の考え方について

・知事の認識について

・夕張市の経済再生へ向けた産業振興・地域活

性化について

3 地域医療問題について

・市町村の財政状況について

・医師確保対策について

・広域連携について

4 農業政策について

・獣医師の確保について

・獣医師の現状などについて

・獣医師確保に向けての対応策について

・戸別所得補償制度について

・政策転換の評価について

・農業所得への反映について

・生産費における家族労働評価について

等について質問があり、知事、総合政策部参事監、経済部長、

経済部参事監及び農政部長から答弁。同議員から再質問。知事

から答弁。

中司 哲雄議員（自民）から、

1 本道の経済活性化について

・北海道経済と北海道立総合研究

機構について

・中小企業の業況判断の分析につ

いて

・本道経済の景況感について

・昨年までの景気対策について

・経済・雇用対策予算について

・道産品の輸出戦略について

・海外への販路拡大に向けたこれまでの取組に

ついて

・物産展と通常の売場での販売について

・定番化の取組について
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・道の難病対策について

・専門医療の地域格差について

・小児慢性特定疾患治療研究事業について

・新生児の聴覚スクリーニングについて

・ガン治療について

・骨髄移植などについて

・献血の推進について

・献血の血液検査について

・骨髄バンク登録について

・ドナーの負担軽減等について

・移植患者の負担軽減について

等について質問があり、知事、山本副知事、環境生活部長及び

建設部長から答弁があって議事進行の都合により午後 2 時30分

休憩。午後 3 時 2 分再開。

森 成之議員（公明）から、

1 国際物流戦略について

・販路拡大に向けた物流機能の効

率化について

・国際物流拠点の形成について

・物流ルートの多様性について

2 医療問題について

・医師勤務実態調査について

・今後の医師確保対策について

・脳脊髄液減少症について

・患者・家族への支援について

・国への働きかけなどについて

・ヒブワクチンについて

・市町村に対する財政支援について

3 交通安全対策について

・関係機関の対策などについて

・自転車の事故防止にかかる中・長期的な対策

などについて

等について質問があり、知事、山本副知事、総合政策部長、環

境生活部長及び経済部長から答弁。

山本 雅紀議員（自民）から、

1 地域医療再生計画について

・医育大学の寄附講座について

・周産期医療について

・社会医療法人について

・ITネットワーク化医療推進事業について

2 PCB廃棄物処理事業について

・PCB廃棄物処理北海道事業の進捗状況について

・公表の新基準について

・蛍光灯等の安定器のPCB処理について

・処理費用の増加と不法投棄の懸念について

・処理費用の増加について

・不法投棄の懸念等について

・微量PCB汚染廃電機器等の焼却実証試験について

・道内の微量PCB汚染廃電気機器等の実態について

・道内の処理に係る対応について

・PCB廃棄物処理北海道増設事業について

・室蘭市内の処理事業への支援のあり方について

等について質問があり、知事、山本副知事及び環境生活部長か

ら答弁があって、午後 4時14分散会。

○ 3月12日（金） 午前10時 1 分開議。諸般の報

告の後、

日程第 1 特別委員補欠選任の件を議題とし、

荒島仁少子・高齢社会対策特別委員の辞任を許可

対策特別委員に、荒島仁議員を食と観光対策特別

委員に、それぞれ補欠選任することについて異議

なく決定。

日程第 2 議案第 1号ないし第95号、議案第10

0号ないし第115号及び報告第 1号を議題とし、一

般質問を継続。

佐々木 恵美子議員（民主）から、

1 子宮がんについて

・子宮がん検診の状況について

・ワクチン接種の普及啓発について

・ワクチン接種の公費負担について

・道としての取組について

2 英語教育について

・英語教育の重要性と教員の指導力向上について

・事業成果の検証について

・アルバータ州立大派遣について

・派遣者の選考基準等について

・派遣研修の見直しについて

・教育研究所の講座等について

・ALTについて

・ALTの配置等について

・ALTの活用について

・今後の事業の方向性について

3 教育行政について

・高校配置計画における農業高校のあり方につ

いて

・農業高校の配置の考え方について

・拠点校について

・総合学科等について

・農業高校について

したことに伴い、三津丈夫議員を少子・高齢社会
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等について質問があり、知事、山本副知事及び教育長から答弁。

同議員から再質問。教育長から答弁。同議員から発言。

小野寺 秀議員（自民）から、

1 アイヌ政策について

・アイヌ中小企業振興対策事業に

ついて

・事業の概要などについて

・事業執行の実態について

・補助金に係る今後の対応について

・アイヌ協会本部の事業について

・芸能交流会事業について

・アイヌ民族伝統音楽祭について

・生活館について

・役員の資質について

2 文協テストについて

・北海道教育文化協会について

・財団の事業について

・財団の資産運用について

・道教委の検査等について

・テストの実態について

・道教委の認識について

等について質問があり、知事、総務部長、環境生活部長、経済

部長及び教育長から答弁。

星野 高志議員（民主）から、

1 知事の政治姿勢について

・民主党政権と知事の距離について

・民主党政権の基本姿勢について

・民主党政権の政策展開について

・政党との距離について

2 道民の日の制定について

・県民の日制定による自治意識の高揚について

・道民の日制定の検討について

3 地球温暖化対策について

・国の中期目標に関する評価について

・削減目標設定の考え方について

・削減目標について

4 道内航空ネットワークについて

・日本航空の出資比率などについて

・HACの株主構成などについて

・丘珠空港への路線の集約などについて

・札幌市などとの協議について

5 建築基準法の制度欠陥について

・ドライクリーニング工場に係る実態調査につ

いて

・道内の状況が生まれた背景について

・今後の対応について

6 北海道劇場について

・北海道劇場の立地場所について

・複合交流施設について

・舞台芸術の創造等について

・本道における文化振興について

7 北電泊原子力発電所について

・北電の保安規定違反について

・原子力発電所の安全管理について

等について質問があり、知事、総合政策部長、環境生活部長及

び建設部長から答弁。同議員から再質問。知事から答弁。同議

員から発言があって、議事進行の都合により、午後零時31分休

憩。午後 1 時49分再開。

遠藤 連議員（自民）から、

1 支庁制度改革について

・市町村意見の状況について

・土木現業所の取扱いについて

・地域との協議について

2 職員住宅のあり方について

3 教育委員会制度について

4 職員団体について

・北教組の活動の実態について

・学校内の人事について

・毅然とした対応について

・認識について

等について質問があり、知事、総務部長、総合政策部参事監及

び教育長から答弁。同議員から発言。

福原 賢孝議員（民主）から、

1 支庁制度改革について

・広域事務に関する「基本フレー

ム」見直し案について

・市町村意見の反映について

・温度差のある対応について

・土木現業所の取扱いについて

・土木現業所の体制について

・土木現業所に対する檜山管内の主張について

・税務業務の取扱いについて

・基本フレーム見直し案について

・直面する課題について

・支庁制度の棚上げについて

2 農業問題について

・離農ペースが下がらない要因と規模拡大政策

について

・戸別所得補償制度の役割について

・農業人口を維持するための対応策について

－ 16－－ 16－



3 道立衛生学院と看護師等医療従事者対策につ

いて

・衛生学院及び道立高等看護学院の見直しの経

過について

・衛生学院の各課程の機能移管について

・新たな施策について

・道立高等看護学院について

・今後の看護職員の確保対策について

等について質問があり、知事、山本副知事、総務部長、総合政

策部参事監及び教育長から答弁。同議員から再質問。知事から

答弁。同議員から発言があって、議事進行の都合により、午後

3 時31分休憩。午後 3 時53分再開。

工藤 敏郎議員（自民）から、

1 道立羽幌病院の医療体制の確立

について

・道立羽幌病院の中核医療機関と

しての位置付けについて

・道立羽幌病院における減員医師の補充について

・医療対策協議会と医師確保対策の推進組織の

一元化について

等について質問があり、知事及び山本副知事から答弁。同議員

から発言。あらかじめ会議時間を延長し、

真下 紀子議員（共産）から、

1 知事の政治姿勢について

・行財政問題について

・道財政について

・大型公共事業依存から医療・福

祉最優先の道政への転換について

・行政委員会委員の報酬について

・公共事業の見直し等について

・通称「北見道路」の整備について

・「政治とカネ」をめぐる諸問題について

・知事の認識について

・「再発防止」について

・知事の政治団体について

・企業・団体献金の禁止について

2 道民生活について

・医療・福祉対策について

・ポストNICUと重度障害児（者）の現状と課題

等について

・いわゆるポストNICU（新生児集中治療管理

室）の諸課題について

・診療報酬改定について

・地域における支援体制の整備について

・夕張「再生」支援等について

・国や道の追加支援について

3 経済・産業対策について

・企業立地促進費補助金について

・補助対象要件の「みなし通知」などについて

4 第一次産業について

・農林漁業問題について

・道産材の活用について

・道産水産物を活用した食育について

・道及び道教委の取組について

・北るもい漁協（天塩支所）の取組について

・学校給食における地場水産物の消費拡大につ

いて

5 教育課題について

・全国学力テスト等について

・全国学力テストについて

・国旗掲揚や国歌斉唱に関する調査について

等について質問があり、知事、山本副知事、総合政策部参事監、

経済部長、水産林務部長、建設部長及び教育長から答弁。同議

員から再質問。知事及び教育長から答弁。同議員から発言があ

って、質疑並びに一般質問を終結。

議長から、予算に関する案件について、本会議

に52人の委員をもって構成する予算特別委員会を

設置し、関係案件を付託の上審査することを諮り、

異議なく決定。次の委員を議長指名により選任。

●予算特別委員（52人）

包國 嘉介（公明） 稲村 久男（民主）

梶谷 大志（民主） 田中 芳憲（自民）

冨原 亮（自民） 八田 盛茂（自民）

堀井 学（自民） 松浦 宗信（自民）

東 国幹（自民） 石塚 正寛（自民）

小林 郁子（民主） 田島 央一（民主）

中山 智康（民主） 橋本 豊行（民主）

広田まゆみ（民主） 戸田 芳美（公明）

大河 昭彦（ﾌﾛﾝﾃｨｱ） 織田 展嘉（ﾌﾛﾝﾃｨｱ）

池田 隆一（民主） 勝部 賢志（民主）

高橋 亨（民主） 田村 龍治（民主）

長尾 信秀（民主） 角谷 隆司（自民）

小松 茂（自民） 千葉 英守（自民）

中司 哲雄（自民） 中村 裕之（自民）

山本 雅紀（自民） 遠藤 連（自民）

柿木 克弘（自民） 布川 義治（自民）

加藤 礼一（自民） 工藤 敏郎（自民）

岡田 俊之（民主） 日下 太朗（民主）

斉藤 博（民主） 佐野 法充（民主）

三井あき子（民主） 花岡ユリ子（共産）
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荒島 仁（公明） 滝口 信喜（民主）

三津 丈夫（民主） 伊藤 政信（民主）

本間 勲（自民） 丸岩 公充（自民）

板谷 實（自民） 川尻 秀之（自民）

清水 誠一（自民） 釣部 勲（自民）

神戸 典臣（自民） 和田 敬友（自民）

議案第46号を北方領土対策特別委員会に、議案

第94号を道州制・地方分権改革等推進調査特別委

員会に、議案第112号を少子・高齢社会対策特別委

員会にそれぞれ付託することについて異議なく決

定し、残余の案件については、議案付託一覧表の

とおりそれぞれ所管の常任委員会に付託し、午後

5時30分散会。

○ 3月15日（月） 午後 4時27分開議。あらかじ

め会議時間を延長し、諸般の報告の後、

日程第 1 議案第100号ないし第115号を議題と

し、予算特別委員長、保健福祉委員長、少子・高

齢社会対策特別副委員長、建設委員長及び文教委

員長からそれぞれ、各委員会における付託議案審

査の経過と結果について報告。

討論に入り、真下紀子議員（共産）から、議案

第100号に関する反対討論があって討論終結。

採決に入り、議案第100号を問題とし、起立多数

により委員長報告（可決）のとおり可決。

次に、議案第101号ないし第115号を問題とし、

異議なく委員長報告（すべて可決）のとおり可決。

各委員会付託議案審査のため 3 月16日から 3月

19日及び 3月23日までの本会議を休会することに

決定し、午後 4時45分散会。

○ 3月24日（水） 午後 4時 2分開議。あらかじ

め会議時間を延長し、諸般の報告の後、

日程第 1 議案第 1号ないし第95号及び報告第

1号を議題とし、予算特別委員長、総務副委員長、

総合政策副委員長、環境生活副委員長、保健福祉

副委員長、建設委員長、経済委員長、農政委員長、

北方領土対策特別委員長、水産林務委員長、文教

委員長及び道州制・地方分権改革等推進調査特別

委員長から、それぞれ各委員会における付託審査

の経過と結果について報告。

河合清秀議員（民主）から、議案第 1 号につい

ては撤回し、組替の上再提出を求める動議に関す

る説明。

討論に入り、真下紀子議員（共産）から、議案

第 1号、第 5号、第 6号、第12号、第13号、第16

号ないし第18号、第40号ないし第42号、第45号、

第49号、第58号ないし第62号、第76号ないし第89

号、第93号及び第49号に関する反対討論があって、

討論終結。

採決に入り、三津丈夫委員（民主）ほか 4 人提

出の動議を問題とし、起立少数により原案否決。

議案第 1号を問題とし、委員長報告（可決）の

とおり決することについて起立多数により原案可

決。

議案第 5号、第 6号、第10号、第12号、第13号、

第16号ないし第18号、第40号ないし第42号、第45

号、第49号、第58号ないし第62号、第76号ないし

第89号、第93号及び第94号を問題とし、委員長報

告（すべて可決）のとおり決することについて、

起立多数により原案可決。

議案第 2号ないし第 4号、第 7号ないし第 9号、

第11号、第14号、第15号、第19号ないし第39号、

第43号、第44号、第46号ないし第48号、第50号な

いし第57号、第63号ないし第75号、第90号ないし

第92号、第95号及び報告第 1号を問題とし、委員

長報告（議案はすべて可決、報告は承認議決）の

とおり異議なく原案可決。

日程第 2 議案第116号及び第117号を議題とし、

知事から、追加提出議案に関する説明。委員会付

託を省略し、採決に入り、起立多数により原案可

決。

日程第 3 決議案第 1号ないし第 4号を議題と

し、説明及び委員会付託を省略、討論に入り、花

岡ユリ子議員（共産）から、決議案第 4 号に関す

る反対討論があって、討論終結。採決に入り、決

議案第 4号を問題とし、起立多数により原案可決。

決議案第 1号ないし第 3号を問題とし、起立多数

により原案可決。

日程第 4 意見案第 1号ないし第24号を議題と

し、意見案第 1 号ないし第13号、第15号ないし第

賢孝議員（民主）から、意見案第14号及び第18号

に関する説明。意見案第 1号ないし第21号の委員

会付託を省略し、討論に入り、藤沢澄雄議員（自

民）から、意見案第14号及び第18号に関する反対

討論、須田靖子議員（民主）から、意見案第14号

及び第18号に関する賛成討論、真下紀子議員（共

産）から意見案第 1 号ないし第 4号、第11号、第

15号、第17号及び第21号に関する反対討論があっ

17号及び第19号ないし第24号の説明を省略。福原
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第 1回定例会において議員から提出のあった案件

決 議 案

提 出
番号 件 名 提 出 者

議 決 議 事
年 月 日 年 月 日 結 果

22. 3.24 1
鳩山由紀夫衆議院議員並びに小沢一郎衆議院議員の「政治と

見延 順章議員ほか 3 人 22. 3.24 原案可決カネ」にかかわる問題の全容解明と説明責任を果たすよう求
める決議

22. 3.24 2 小林千代美衆議院議員の議員辞職を求める決議 見延 順章議員ほか 3 人 22. 3.24 原案可決

22. 3.24 3 石川知裕衆議院議員の議員辞職を求める決議 見延 順章議員ほか 3 人 22. 3.24 原案可決

22. 3.24 4 北海道教育への信頼を回復し正常化を求める決議 見延 順章議員ほか 3 人 22. 3.24 原案可決

意 見 案

提 出 番号 件 名 提 出 者 議 決 議 事
年 月 日 年 月 日 結 果

22. 3.24 1
新成長戦略に関する早期の工程表の作成及び今後政策を推進 柿木 克弘議員ほか 3 人 22. 3.24 原案可決
する上での財政展望の明示を求める意見書

22. 3.24 2 教育再生・教育の正常化の徹底を求める意見書 柿木 克弘議員ほか 3 人 22. 3.24 原案可決

22. 3.24 3 教育公務員特例法の早期改正を求める意見書 柿木 克弘議員ほか 3 人 22. 3.24 原案可決

22. 3.24 4 職員団体等の政治活動に関する法整備を求める意見書 柿木 克弘議員ほか 3 人 22. 3.24 原案可決

22. 3.24 5 座礁船舶や漂着船舶の処理等に関する制度の早期確立を求め
柿木 克弘議員ほか 4 人 22. 3.24 原案可決

る意見書

22. 3.24 6 漢方薬の保険適用除外に対する意見書 柿木 克弘議員ほか 3 人 22. 3.24 原案可決

22. 3.24 7
鳩山由紀夫衆議院議員の偽装献金による所得税控除問題の真 柿木 克弘議員ほか 3 人 22. 3.24 原案可決
相解明を求める意見書

22. 3.24 8
中国向け輸出水産食品の衛生証明書発行制度の改善を求める

柿木 克弘議員ほか 3 人 22. 3.24 原案可決
意見書

22. 3.24 9 児童虐待を防止するための親権制限を求める意見書 柿木 克弘議員ほか 4 人 22. 3.24 原案可決

22. 3.24 10 若者の雇用創出と新卒者支援の充実を求める意見書 柿木 克弘議員ほか 4 人 22. 3.24 原案可決

22. 3.24 11 政治資金規制正法の制裁強化を求める意見書 柿木 克弘議員ほか 3 人 22. 3.24 原案可決

22. 3.24 12 学校耐震化促進を求める意見書 柿木 克弘議員ほか 4 人 22. 3.24 原案可決

22. 3.24 13 医療的ケアの必要な子どもの就学に係る地方自治体への支援
柿木 克弘議員ほか 4 人 22. 3.24 原案可決

を求める意見書

22. 3.24 14 企業・団体献金の禁止等を求める意見書 斉藤 博議員ほか 3 人 22. 3.24 原案可決

22. 3.24 15 日米間の外交にかかわる密約問題の徹底解明等を求める意見書 斉藤 博議員ほか 3 人 22. 3.24 否 決

22. 3.24 16 雇用対策の拡充を求める意見書 柿木 克弘議員ほか 4 人 22. 3.24 原案可決

22. 3.24 17 医療提供体制の拡充に関する意見書 斉藤 博議員ほか 3 人 22. 3.24 否 決

22. 3.24 18 教育予算の大幅な拡充及び高校教育の無償化を求める意見書 斉藤 博議員ほか 3 人 22. 3.24 原案可決

22. 3.24 19 地球温暖化対策基本法の制定を求める意見書 斉藤 博議員ほか 3 人 22. 3.24 否 決

22. 3.24 20 持続的な農業・水産業政策の確立を求める意見書 柿木 克弘議員ほか 4 人 22. 3.24 原案可決

22. 3.24 21 地域主権の確立及び地方財政制度の抜本的改革を求める意見書 斉藤 博議員ほか 3 人 22. 3.24 否 決

22. 3.24 22 介護福祉士等修学資金貸付制度の拡充を求める意見書 保健福祉委員長 林 大記 22. 3.24 原案可決

22. 3.24 23
独立行政法人雇用・能力開発機構が設置する地域職業訓練セ

経済委員長 蝦名 清悦 22. 3.24 原案可決
ンターの機能存続に関する意見書

22. 3.24 24 北海道農業の発展に必要な生産基盤整備等に関する意見書 農政委員長 中司 哲雄 22. 3.24 原案可決

動 議

提 出
件 名 提 出 者

議 決 議 事
年 月 日 年 月 日 結 果

22. 3.24
議案第 1 号平成22年度北海道一般会計予算を組み替えの上再提出を
求める動議

三津 丈夫議員ほか 4 人 22. 3.24 否 決

－ 24－－ 24－
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意 見 案

意見案第 1号 新成長戦略に関する早期の工程表の作成及び今後政策を推進する上での財政展望

の明示を求める意見書

22年 1 定

柿木 克弘議員ほか 3人提出

平成22年 3 月24日 原案可決

平成22年度の一般会計予算案は、約92兆円と過去最大となり、税収（約37兆円）が国債発行額

（約44兆円）を下回るという戦後初の逆転現象が生じた。また、今後も社会保障費が高齢化によ

る自然増だけで毎年 1兆円以上のペースでふえる現状や現政府が主張する子ども手当の支給・高

校授業料の無償化・農業の戸別所得補償や高速道路の無料化等の政策を勘案すると今後さらなる

財源確保が必要となる。しかし、無駄削減・予算の組み替えや税外収入に頼るのも限界があり、

平成22年度末の国・地方を合わせた長期債務残高は、約862兆円となる見通しで大変危機的な状

況にある。

また、政府は、昨年12月30日に新成長戦略を策定し、成長率や失業率などの目標を設定すると

ともに「新たな需要の創造」による「第三の道」を進むと宣言された。近年の景気低迷・円高そ

してデフレ長期化の懸念を払拭するためにも、具体的な成長戦略によって国民の将来への「安

心」を構築しなければならない。

よって、国においては、次の事項に特段の配慮がなされるよう強く要望する。

記

1 新成長戦略の目標を達成するための工程表を早期に策定すること。その際、地域の声を十分

反映するとともに、具体的な政策と財政展望を明確に示すこと。

2 今後政策を実現する上での財源確保の展望を示すこと。その際、高齢化が進む中で将来世代

に負担を強いることのないよう消費税も含めた税制改革を議論し、財政健全化の道筋をつける

こと。

3 政府がリーダーシップを発揮し、マクロ的な視点で戦略を示し、国民が雇用・社会保障など

の将来に対し「安心」を抱くことができるよう努めること。

以上、地方自治法第99条の規定により提出する。

平成 年 月 日

衆 議 院 議 長

参 議 院 議 長

内閣総理大臣

副総理・財務大臣
各通

総 務 大 臣

経済産業大臣

内閣官房長官

国家戦略担当大臣

北海道議会議長 石 井 孝 一
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平成21年 8月の衆議院議員総選挙において、小林千代美衆議院議員の選挙対策委員長代行が、

選挙運動員に金品を提供するとし選挙運動を行わせたとして公職選挙法違反の有罪判決を受け、

さらに、その組織を挙げて小林議員を支援していた北海道教職員組合（北教組）が小林議員陣営

に対し違法な資金提供をしたとして、政治資金規正法違反の罪で北教組の委員長代理や元全道庁

の書記長の職にあった自治労北海道本部の役員が逮捕・起訴されており、労組全体がこの問題に

かかわっている疑念が持たれている。

職員団体は、地方公務員法の第53条により、役員の氏名等を記載した申請書に規約を添えて人

事委員会等に登録を行い法人格の取得などができ、経済活動などの面で有利な取り扱いがされる

が、登録後の職員団体等の活動内容や収支状況を報告・公開する義務の規定がないことから、不

透明な活動や会計処理を助長していると言わざるを得ない。

よって、国においては、職員団体等の政治活動に関し、次の事項について早期に法整備を行う

よう強く要望する。

記

1 職員団体の会計報告は、構成員によって委嘱された公認会計士または監査法人の監査証明と

ともに少なくとも毎年 1回構成員に公表されることを登録要件に加えること。

2 人事委員会等の登録機関は、規約に法令の規定に違反する事項が記載されているとき、また

は当該職員団体等が、地方公務員法第53条第 6 項の規定により登録を取り消され、その取り消

しの効力が生じた日から 3年を経過しないものであるときは、登録を拒否できる旨の規定を加

えること。

3 人事委員会等が職員団体に対して必要な限度において、報告または資料の提出を求めること

ができる旨の規定を設けること。

4 地方公務員が政治的行為の制限に違反した場合に、国家公務員並みの罰則を設けること。

以上、地方自治法第99条の規定により提出する。

平成 年 月 日

衆 議 院 議 長

参 議 院 議 長
各通

内閣総理大臣

総 務 大 臣

北海道議会議長 石 井 孝 一

意見案第 5号 座礁船舶や漂着船舶の処理等に係る制度の早期確立を求める意見書

22年 1 定

柿木 克弘議員ほか 4人提出

平成22年 3 月24日 原案可決

外国の座礁船や漂着船舶がそのまま放置されるといった事件が多発し、地元自治体が対応に苦

慮している。

これらの処理については、船主が処理しない場合における処理義務者が明確に定められておら

ず、周辺漁業者の生産活動や漁業資源、環境破壊への影響等が懸念されるなどの理由から、地元

市町村が船体の撤去などを行うとともに、その費用も負担せざるを得ない状況にある。
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平成 年 月 日

衆 議 院 議 長

参 議 院 議 長

内閣総理大臣 各通

外 務 大 臣

内閣官房長官

北海道議会議長 石 井 孝 一

意見案第16号 雇用対策の拡充を求める意見書

22年 1 定

柿木 克弘議員ほか 4人提出

平成22年 3 月24日 原案可決

我が国の完全失業者数は、ことし 1月時点で323万人に達し、完全失業率は4.9％と高どまりし

ており、雇用失業情勢は予断を許さない状況が続いている。

雇用の確実な下支えのため、平成21年度第 2次補正予算等に盛られた施策の着実な実行と対策

のさらなる拡充が求められている。

よって、国においては、次の事項を速やかに実施するよう要望する。

記

1 セーフティネット強化の観点から雇用保険の非正規労働者への適用範囲の拡大を図ること及

び季節労働者にも適用すること。

2 失業給付の受給を終えても再就職できない者等に対する第 2 のセーフティネットとして、無

料で職業訓練を受講し、生活支援給付を行う求職者支援制度を恒久化すること。

3 登録型派遣、製造業務派遣、日雇い派遣の原則禁止、違法派遣の場合の直接雇用の推進、均

等処遇の推進、マージン率の情報公開などを含む労働者派遣法改正案を速やかに成立させること。

4 新卒者の就職を支援するため、求人開拓や情報提供体制を充実させること。

また、未就職のまま卒業された方たちが体験雇用から正規雇用に移行するための支援を行う

こと。

5 ハローワークで住宅や福祉の相談もできるワンストップサービスを定期的に開催すること。

6 介護、医療、福祉、環境、新エネルギー、農林水産漁業などの分野への就労を支援し、雇用

を促進すること。

7 高齢者、障がい者、一人親家庭の親など、特に就労が困難な状況にある求職者については、

特段の配慮をもって就労支援を実施すること。

8 メンタルヘルスの不調、過労死、不払い残業などをなくし、ワークライフバランス（仕事と

生活の調和）に配慮した労働時間の実現を目指すよう、労働時間短縮のための労使の取り組み

を支援・促進すること。

以上、地方自治法第99条の規定により提出する。

平成 年 月 日
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政府は、未来の子どもたちに美しい地球環境を引き継ぐために、温室効果ガスの排出量を2020

年までに1990年比で25％削減する目標を掲げた。

この目標を達成するためには、あらゆる政策を総動員していかなければならず、目標達成のた

めには、各政策の根幹となる基本法が必要である。

よって、国においては、地球温暖化対策の基本原則、国・地方公共団体・事業者・国民の責

務、温室効果ガス排出削減に関する中長期目標、政策の基本的な方向性等を明記した「地球温暖

化対策基本法」の制定を強く要望する。

以上、地方自治法第99条の規定により提出する。

平成 年 月 日

衆 議 院 議 長

参 議 院 議 長

内閣総理大臣

外 務 大 臣 各通

農林水産大臣

経済産業大臣

環 境 大 臣

北海道議会議長 石 井 孝 一

意見案第20号 持続的な農業・水産業政策の確立を求める意見書

22年 1 定

柿木 克弘議員ほか 4人提出

平成22年 3 月24日 原案可決

本道の農業・水産業は、就業者の減少・高齢化を初め、所得の減少、水産資源の減少などの課

題が山積しており、このままでは地域の農山漁村の安全と活力が失われかねない状況となってい

る。

農水産物の安全性・品質に対する消費者の関心も高まっており、生産性の向上はもとより、産

地の販売力強化、流通の効率化・高度化など農山漁村の再生を図り、持続的な農業・水産業を早

急に確立することが重要である。

よって、国においては、地方の意見を的確に反映させ、将来にわたって国民に安全・安心な農

水産物を提供し、豊かな食生活を支えていくために必要な政策を拡充するよう強く要望する。

記

1 食料自給率を50％に向上させることを目指し、食料・農業・農村基本計画の見直しを行い、

新たな政策を確立すること。

2 北海道農業の中心となる生産性の高い担い手農家の育成・確保や集落営農を推進するととも

に、農地集積の加速化、農家所得の向上に配慮すること。

3 米戸別所得補償モデル事業では、消費拡大などの出口対策を講ずるとともに、戸別所得補償

制度の本格導入に当たっては、課題を十分に検証するとともに十分な財源を確保すること。

4 全国で多様な農業が展開されていることから、水田利活用自給力向上事業では、全国一律単

価ではなく、地域主権の理念に沿った地域の話し合いで決める方式を基本とすること。
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衆 議 院 議 長

参 議 院 議 長

内閣総理大臣 各通

財 務 大 臣

厚生労働大臣

北海道議会議長 石 井 孝 一

意見案第23号 独立行政法人雇用・能力開発機構が設置する地域職業訓練センターの機能存続に

関する意見書

22年 1 定

経済委員長 蝦名 清悦提出

平成22年 3 月24日 原案可決

北海道には「独立行政法人雇用・能力開発機構」が設置し、地域の社団法人や職業訓練法人が

運営する「地域職業訓練センター」が、北見市、釧路市、苫小牧市、滝川市の4カ所に設置され

ている。

4センターは昭和55年から59年にかけ設置され、以来、労働者が必要とする技術・技能のスキ

ルアップ研修や新たな資格取得のための講習あるいは離職者のための訓練など、多様な職業訓練

を実施し、地域産業界が求める人材の育成に中心的役割を担っており、また、地域住民のための

講座や技能を広くPRするためのさまざまなイベントなどにも活用されており、まさに、地域の活

性化機能を幅広く担う施設として機能している。

特に、道内の 4センターは、各センターが積極的に、地域のニーズに応じた訓練などの利用拡

大に努め、年間の平均の利用延べ人数が 2万人を超えるなど、センターが地域における人材育成

施設として、確実に定着していることを証明している。

こうした状況下で、平成20年12月24日の雇用・能力開発機構廃止の閣議決定を踏まえ、平成21

年 3月 5 日付の国からの通知で示された改善目標を 4 センターとも達成している中で、昨年12月

25日付の国の通知で、改善目標の達成いかんにかかわらず、全国のセンターをすべて廃止すると

の方針が示された。

センターを設置する地元市やセンター等からは、事前に十分な説明もなく方針が転換されたこ

とは大変唐突であり、訓練機会が少ない地域での訓練機能が奪われることへの不安や地域の抱え

る厳しい財政状況についても十分考慮すべきとの意見・要望が寄せられている。

よって、国においては、こうした北海道が抱える実情を理解し、今回示された方針内容につい

て、各センターはもとより設置市等の関係者へ方針転換の経緯など十分説明するとともに、関係

者との意見交換を通じて地域実情を酌み取り、地域職業訓練センターの機能が今後とも維持され

るよう、責任を持って対応することを強く要望する。

以上、地方自治法第99条の規定により提出する。

平成 年 月 日

衆 議 院 議 長

参 議 院 議 長
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④ 本会議開議時刻について

・午前10時開会とする。

（午前 9時18分休憩、午後 4時30分再開）

⑤ 答弁準備について

・総務部長から、吉田議員の再質問に対する答

弁準備にもう少し時間が必要との報告。

⑥ 本会議開議時刻について

・あらかじめ会議時間を延長する。

・準備ができ次第開会する。

（午後 4時31分休憩、午後 5時45分再開）

⑦ 答弁準備について

・総務部長から、吉田議員の再質問に対する答

弁準備に時間を要したが、準備ができた旨を

報告。

⑧ 代表質問について

・本日は、 2番の 1名で延会とする。

・明日は 3番金岩武吉議員、 4番包國嘉介議員

の 2名を行う。

⑨ 今後の定例会の日程について

・明日の委員会で決定する。

⑩ 本会議開議時刻について

・準備ができ次第開会する。

○ 3月 4日（木） 開議 午前 9時18分

散会 午前 9時20分

議会運営委員会室

委員長 岩本 剛人（自民）

① 今後の定例会の日程について

・次のとおり取り進めることを決定。

〔第 1回定例会〕

3月 4日 本会議（代表質問）

3月 5日 休会

3月 8日～ 3月11日 本会議（一般質問）

3月12日 本会議（一般質問、予

算特別委員会設置）

3月15日 本会議（補正予算議決）

3月16日～ 3月23日 休会

3月24日 本会議

② 代表質問について

・本日は、 3番から 4番までの 2 名を行う。

③ 休会について

・議案調査のため、 3月 5 日（金）は本会議を

休会することとし、 3月 8 日（月）から再開

することを決定。

④ 本日の本会議議事順序について

・事務局長説明のとおりとする。

⑤ 本会議の欠席について

・総務部長から発言があり、保健福祉部長及び

会計管理者の本会議の欠席について了承。

⑥ 本会議開議時刻について

・午前10時開会とする。

○ 3月 8日（月） 開議 午後零時17分

散会 午後零時21分

議会運営委員会室

委員長 岩本 剛人（自民）

① 追加提出議案の事前説明について

・総務部長から、追加提出議案について説明。

・追加提出議案については、本日の本会議で提

案説明を行った後、一括議題として、一般質

問に入ることを決定。

・先議要請のあった最終補正予算及びこれに関

連する議案については、他の案件に先がけて

取扱う。

② 一般質問について

・29名の通告があり、個人別の順位については、

配付の通告一覧のとおりとする。

③ 一般質問の進め方について

・本日は 1番から 4番までの 4名

・ 3 月 9日（火）は 5番から10番までの 6名

・ 3月10日（水）は11番から16番までの 6名

・ 3月11日（木）は17番から22番までの 6名

・ 3月12日（金）は23番から29番までの 7名

の予定で取り進めることを決定。

④ 本日の本会議議事順序について

・事務局長説明のとおりとする。

⑤ 本会議の欠席について

・総務部長から発言があり、高井副知事の 3月

9日（火）の本会議の欠席について了承。

⑥ 本会議開議時刻について

・午後 1時開会とする。

○ 3月 9日（火） 開議 午前 9時16分

散会 午前 9時18分

議会運営委員会室

委員長 岩本 剛人（自民）
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① 一般質問の進め方について

・本日は、 5番から10番までの 6名を行う。

② 本日の本会議議事順序について

・事務局長説明のとおりとする。

③ 本会議開議時刻について

・午前10時開会とする。

○ 3月10日（水） 開議 午前 9時16分

散会 午前 9時18分

議会運営委員会室

委員長 岩本 剛人（自民）

① 一般質問の進め方について

・一般質問の通告内容等の変更について了承。

・本日は、11番から16番までの 6 名を行う。

② 本日の本会議議事順序について

・事務局長説明のとおりとする。

③ 本会議開議時刻について

・午前10時開会とする。

○ 3月11日（木） 開議 午前 9時16分

散会 午前 9時18分

議会運営委員会室

委員長 岩本 剛人（自民）

① 一般質問の進め方について

・本日は、17番から22番までの 6 名を行う。

② 本日の本会議議事順序について

・事務局長説明のとおりとする。

③ 本会議開議時刻について

・午前10時開会とする。

○ 3月12日（金） 開議 午前 9時16分

散会 午前 9時21分

議会運営委員会室

委員長 岩本 剛人（自民）

① 特別委員の辞任許可について

・荒島仁議員から少子・高齢社会対策特別委員

辞任の申出があり、議長が許可したことを報告。

② 特別委員の補欠選任について

・民主党・道民連合から少子・高齢社会対策特

別委員に三津丈男議員、公明党から食と観光

対策特別委員に荒島仁委員を推薦する旨、議

長に申出があったことを報告。

・本日の本会議において申出のとおり補欠選任

することを決定。

③ 一般質問の進め方について

・一般質問の通告内容等の変更について了承。

・本日は、23番から29番までの 7 名を行う。

④ 予算特別委員会について

・本日、一般質問終了後設置する。

・分科会の委員数は、配付の協議事項のとおり

決定したことを報告。

・委員の選任は、配付名簿のとおりとする。

⑤ 議案の各委員会付託について

・配付資料のとおり付託することを決定。

・付託議案のうち、先議要請のあった議案第10

0号ないし第115号の平成21年度補正予算案並

びにこれに関連する案件については、 3 月15

日（月）の本会議において議決することを決定。

⑥ 本日の本会議議事順序について

・事務局長説明のとおりとする。

⑦ 本会議開議時刻について

・午前10時開会とする。

・ 3月15日（月）の本会議は、午後 4時開会と

する。

○ 3月15日（月） 開議 午後 4時 8分

散会 午後 4時10分

議会運営委員会室

委員長 岩本 剛人（自民）

① 先議案件の審議状況について

・関係委員会において、すべて（平成21年度補

正予算案11件、保健福祉委員会付託議案 2件、

少子・高齢社会対策特別委員会付託議案 1件、

建設委員会付託議案 1件、文教委員会付託議

案 1件）審査を終了したことを報告。

・先議案件については、本日の本会議において

議決することを了承。

② 休会について

・各委員会付託議案審査のため、 3月16日(火)

から19日（金）及び 3 月23日（火）は本会議

を休会することとし、 3月24日（水）再開す

ることを決定。

③ 本日の本会議議事順序について

・事務局長説明のとおりとする。

④ 本会議開議時刻について

・準備ができ次第開会する。
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・ 3月24日（水）の本会議は、午後 4時開会と

する。

○ 3月24日（水） 開議 午後 3時15分

散会 午後 3時26分

議会運営委員会室

委員長 岩本 剛人（自民）

① 各委員会付託議案の審議状況について

・各委員会付託議案は、すべて（予算36件、総

務13件、総合政策 2件、環境生活８件、保健

福祉 4件、建設19件、経済 5件、農政 3 件、

北方領土 1件、水産林務 5件、文教14件、道

州制 1件、少子・高齢 1件、以上112件）議了

したことを報告。

② 動議の提出について

動議の提出があり、本日の本会議において議

決することを決定。

③ 追加提出議案の事前説明について

・総務部長から、追加提出議案について説明。

・総務部長から説明のあった議案第116号及び第

117号の人事案件については、本日の本会議に

おいて議決することを了承。

④ 決議案の取扱いについて

・配付の決議案第 1号ないし第 4号の提出があ

り、本日の本会議において議決することを決定。

⑤ 意見案の取扱いについて

・配付の意見案第 1号ないし第24号の提出があ

り、本日の本会議において議決することを決定。

⑥ 道外調査について

・ 4月21日（水）から23日(金）までの 3日間で

調査先は大阪府及び東京都の 2 カ所とするこ

とを決定。

⑦ 議員派遣について

・配付のとおり、本日の本会議において議決す

ることを決定。

⑧ 本委員会における調査中の案件について

・配付の申出書のとおり、議長に、閉会中継続

調査を申出ることを決定。

⑨ 本日の本会議議事順序について

・事務局長説明のとおりとする。

⑩ 理事者からの発言について

・総務部長から発言のあった専決処分について

了承することを決定。

⑪ 年間の各定例会の招集予定日について

・総務部長から配付資料のとおり予定している

旨発言がありこれを了承。

⑫ 本会議開議時刻について

・午後 4時開会する。

・三津丈男議員ほか 4名から、配付のとおり、
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議案第21号

北海道特別職職員の給与等に関する条例の一部

を改正する条例案 （原案可決）

議案第22号

北海道職員の特殊勤務手当に関する条例の一部

を改正する条例案 （原案可決）

議案第24号

特定工業等導入地区等における道税の課税の特

例に関する条例の一部を改正する条例案

（原案可決）

議案第25号

北海道プレジャーボート等の事故防止等に関す

る条例の一部を改正する条例案 （原案可決）

議案第34号

北海道税外諸収入金の徴収に関する条例の一部

を改正する条例案 （原案可決）

議案第39号

北海道地方警察職員の特殊勤務手当に関する条

例の一部を改正する条例案 （原案可決）

議案第40号

北海道立工業試験場条例等を廃止する条例案

（原案可決）

議案第45号

公の施設の指定管理者の指定に関する件

（原案可決）

議案第92号

包括外部監査契約の締結に関する件

（原案可決）

議案第93号

地方独立行政法人北海道立総合研究機構の中期

目標に関する件 （原案可決）

議案第95号

財産の処分に関する件 （原案可決）

一 般 議 事

1 ．付託議案審査の件

1．専決処分予定事案に関する件

［総務部長報告］

1．北海道特定事業主行動計画(後期計画)の策定

に関する報告聴取の件 ［人事局長報告］

1．北海道条例の一斉点検・見直しの結果に関す

る報告聴取の件 ［人事局長報告］

1．公宅のあり方に関する報告聴取の件

［人事局長報告］

1．認知症高齢者グループホーム火災の概要に関

する報告聴取の件 ［危機対策局長報告］

1．閉会中における請願継続審査申出の件

［決定］

1．閉会中における所管事務継続調査申出の件

［決定］

質 疑

1 ．小林 郁子委員（民主）

～北海道特定事業主行動計画（後期計画）につ

いて

1．滝口 信喜委員（民主）

～公宅のあり方について

1．佐藤 英道委員（公明）

～認知症高齢者グループホーム等の防火安全対

策について

質 問

1 ．佐藤 英道委員（公明）

～チリ地震に伴う津波について

総合政策委員会

○ 1月 5日（火） 開議 午後 1時27分

散会 午後 1時55分

第 2委員会室

委員長 木村 峰行（民主）

開 議 前

1 ．新年のあいさつ ［委員長・総合政策部長］

一 般 議 事

1 ．道外調査実施報告の件 ［委員長報告]

1 ．平成22年度国費予算案の概要に関する報告聴

取の件 ［総合政策部長報告]

1 ．日本APEC貿易担当大臣会合の札幌開催に向け

た取組状況に関する報告聴取の件

［総合政策部長報告]

質 疑

1 ．段坂 繁美委員（民主）

～平成22年度国費予算案の概要について

質 問

1 ．道見 重信委員（自民）

～新千歳空港における利便性の向上について
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1 ．北口 雄幸委員（民主）

～市町村立病院の経営健全化等について

○ 2月 2日（火） 開議 午後 1時25分

散会 午後 1時58分

第 2委員会室

委員長 木村 峰行（民主）

一 般 議 事

1 ．コンピュータソフトウエアに関する報告聴取

の件 ［総合政策部長報告]

1．「地域活性化・きめ細かな臨時交付金」に関す

る報告聴取の件

［地域づくり支援局長報告]

1 ．夕張市財政再生計画「素案」の概要に関する

報告聴取の件 ［地域行政局長報告]

質 疑

1 ．柿木 克弘委員（自民）

～コンピュータソフトウェアについて

○ 2月22日（月） 開議 午前10時21分

散会 午前10時55分

第 2委員会室

委員長 木村 峰行（民主）

一 般 議 事

1 ．平成22年第 1回定例会提出予定案件の事前説

明聴取の件 ［総合政策部長説明]

1 ．北海道新生プラン・第Ⅱ章｢アクションプラン

Ⅲ｣に関する報告聴取の件

［総合政策部長報告]

1 ．夕張市の財政再建と地域再生に向けた支援策

に関する報告聴取の件

［地域行政局長報告]

質 問

1 ．道見 重信委員（自民）

～パソコンソフトウェアの管理について

○ 3月24日（水） 開議 午前10時26分

散会 午前11時35分

第 2委員会室

委員長 木村 峰行（民主）

付託案件の審査

議案第26号

北海道総合政策部の事務処理の特例に関する条

例の一部を改正する条例案 （原案可決）

議案第27号

北海道市町村振興基金条例の一部を改正する条

例案 （原案可決）

一 般 議 事

1 ．付託議案審査の件

1．パソコンソフトウエアの管理に関する報告聴

取の件 ［総合政策部長報告]

1．「北海道土地利用基本計画の変更」に関する報

告聴取の件 ［総合政策部長報告]

1 ．直轄事業負担金に関する報告聴取の件

［計画推進局長報告]

1 ．夕張市財政再生計画に関する報告聴取の件

［地域行政局長報告]

1 ．閉会中における請願継続審査申出の件

［決定]

1 ．閉会中における所管事務継続調査申出の件

［決定]

質 疑

1 ．柿木 克弘委員（自民）

～パソコンソフトウェアの管理について

1．北口 雄幸委員（民主）

～パソコンソフトウェアの管理について

1．段坂 繁美委員（民主）

～夕張市財政再生計画について

環境生活委員会

○ 1月 5日（火） 開議 午後 1時21分

散会 午後 1時41分

第 3委員会室

委員長 戸田 芳美（公明）

開 議 前

1 ．新年のあいさつ ［委員長・環境生活部長］

一 般 議 事

1 ．道外調査実施報告の件 [委員長報告]

1 ．平成22年度国の予算案の概要に関する報告聴
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取の件 [環境生活部長報告]

1 ．平成21年交通事故発生概況と平成22年交通安

全運動の推進方針に関する報告聴取の件

［生活局長報告]

○ 2月 2日（火） 開議 午後 1時17分

散会 午後 1時24分

第 3委員会室

委員長 戸田 芳美（公明）

一 般 議 事

1 ．指定管理者の候補者選定に関する報告聴取の

件 ［環境生活部長報告]

1 ．北海道消費生活条例施行規則の一部改正に関

する報告聴取の件 ［生活局長報告]

○ 2月22日（月） 開議 午前10時24分

散会 午前11時26分

第 3委員会室

委員長 戸田 芳美（公明）

一 般 議 事

1 ．平成22年第 1回定例会提出予定案件の事前説

明聴取の件 [環境生活部長説明]

1 ．アイヌ子弟修学資金制度の改正に関する報告

聴取の件 [環境生活部次長報告]

1 ．財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構の助

成事業に係る調査結果に関する報告聴取の件

［環境生活部次長報告]

1 ．北海道地球温暖化対策推進計画（仮称）素案

に関する報告聴取の件 [環境局長報告]

1 ．北海道循環型社会形成推進基本計画（案）及

び北海道廃棄物処理計画（案）に関する報告

聴取の件 [環境局長報告]

1 ．北海道生物多様性保全計画（仮称）素案に関

する報告聴取の件 [環境局長報告]

質 疑

1 ．北原 秀一郎委員（自民）

～財団法人アイヌ文化振興・研究推進機構の助

成事業に関する調査結果について

1．北原 秀一郎委員（自民）

～北海道地球温暖化対策推進計画（仮称）につ

いて

○ 3月24日（水） 開議 午前10時23分

散会 午前10時28分

第 3委員会室

委員長 戸田 芳美（公明）

付託案件の審査

議案第28号

北海道アイヌ子弟大学等修学資金等貸付条例の

一部を改正する条例案 （原案可決）

議案第29号

北海道環境生活部手数料条例の一部を改正する

条例案 （原案可決）

議案第47号

公の施設の指定管理者の指定に関する件

（原案可決）

議案第48号

公の施設の指定管理者の指定に関する件

（原案可決）

議案第49号

公の施設の指定管理者の指定に関する件

（原案可決）

議案第50号

公の施設の指定管理者の指定に関する件

（原案可決）

議案第51号

公の施設の指定管理者の指定に関する件

（原案可決）

議案第52号

公の施設の指定管理者の指定に関する件

（原案可決）

一 般 議 事

1 ．付託議案審査の件

1．閉会中における請願継続審査申出の件

［決定]

1 ．閉会中における所管事務継続調査申出の件

［決定]

保健福祉委員会

○ 1月 5日（火） 開議 午後 1時31分

散会 午後 2時33分

第 7委員会室

委員長 林 大記（民主）

－ 58－－ 58－



� � �

� �������� ������������

� � � �

� ����������������������

��� ����������

�����������������������

�������� ����������

�����������������������

��������������������

���������������������

������������

��������

� �

� ��� ��������

����������������������

��

� �

� ��� ��������

�����������

� �� ����� �� �� �����

�� �� �����

� �����

��� � ������

� � � �

� ���������������������

������ ����������

����������������������

������ ��������

����������������������

�������������������

��������

� �

� ��� ��������

���������������������

���� ���������

���������������������

���������������������

�������������

� �

� ��� ��������

��������������

�����������

� �������� �� ��������

�� ��������

� �����

��� � ������

� � � �

� ������� ���������������

����� ����������

�����������������������

����� ����������

�����������������������

������� ����������

� �

� ��� ��������

���������������������

���� ���������

���������������������

���� ��������

�����������������������

� �

� ��� ��������

���������

���� ��������

�����������������

�������������������

� �������� �� �� �����

�� �� �����

� �����

��� � ������

�������

�������

���������������������

�������� ������

�������

�������������� ������

－ 59－－ 59－



� � � �

� ���������

� �������� �� ��������

�� ��������

� �����

��� � ������

�������

������

���������������������

������������� ������

������

���������������������

��������� ������

� � � �

� ���������

��������� ����

�����������������������

��������������������

���� ����������

�����������������������

��������������������

���������������������

��������� ��������

�����������������������

���������� ��������

�����������������������

��������������������

��������

�������������������

����

���������������������

����

� �

� ��� ��������

������������������

�����������

� � � � �

� �� ����� �� �� �����

�� �� �� ��

� �����

��� �� ������

� � �

� �������� ����������

� � � �

� ����������� �������

�����������������������

���� ��������

����������������������

��������������������

�� ��������

� �

� ��� ��������

���������������������

����������������

� �

� ��� ��������

���������������������

��������

�������������

���������������

� �� ����� �� �� �����

�� �� �����

� �����

��� �� ������

� � � �

� ���������������������

� ���������

� �

� ��� ��������

������������������

���������������

－ 60－－ 60－



� ��� ��������

���������������

���� ���������

��������������������

�����������

���������������

� �������� �� ��������

�� ��������

� �����

��� �� ������

� � � �

� ������� ���������������

����� �������������

� ���������������������

���� ��������

����������������������

������ ��������

� �

� ��� ��������

���������������������

� �

� ��� ��������

��������������������

���� ���������

���������������

� �������� �� ��������

�� ��������

� �����

��� �� ������

�������

������

���������������������

������������� ������

������

������������������

������

������

������������������

������

������

������������������

������

������

������������������

������

�����

������

����������������������

���������������������

�� ������

� � � �

� ���������

��������� ����

�����������������������

��������� ��������

����������������������

��������������������

��������������������

� �������������

�������������������

����

���������������������

����

� � � � �

� �� ����� �� �� �����

�� �� �����

� �����

��� �� ������

� � �

� �������� ����������

� � � �

� ����������� ����

� ��������� ����

� ��������� ����

� ����������������������

���� ��������

－ 61－－ 61－



質 疑

1 ．喜多 龍一 委員（自民）

～平成22年度国費概算決定の概要について

○ 2月 2日（火） 開議 午後 1時23分

散会 午後 2時21分

第 6委員会室

委員長 中司 哲雄（自民）

一 般 議 事

1 ．中央折衝実施報告の件 ［委員長報告]

1 ．中央折衝実施の件 ［決定]

1 ． 指定管理者の候補者選定に関する報告聴取の件

［農政部長報告]

1 ． 基盤整備有効性の調査に関する報告聴取の件

［農政部長報告]

1 ．平成22年の普及奨励及び普及推進事項等とな

った農業技術の概要に関する報告聴取の件

［農政部長、首席普及指導員報告]

質 問

1 ．小松 茂委員（自民）

～平成22年度畜産物価格等に関する団体要請に

ついて

1．喜多 龍一委員（自民）

～ふるさと（農山漁村）地域力発掘支援モデル

事業などについて

○ 2月22日（月） 開議 午前10時23分

散会 午前11時 8分

第 6委員会室

委員長 中司 哲雄（自民）

一 般 議 事

1 ．中央折衝実施報告の件 ［委員長報告]

1 ．道外調査実施報告の件 ［委員長報告]

1 ．平成22年第 １回定例会提出予定案件の事前説

明聴取の件 ［農政部長説明]

1 ． 農山漁村地域力発掘支援モデル事業説明会に

関する報告聴取の件 ［農政部長報告]

質 問

1 ．北 準一委員（民主）

～乳牛の受胎率低下について

○ 3月24日（水） 開議 午前10時35分

散会 午前11時

第 6委員会室

委員長 中司 哲雄（自民）

付託案件の審査

議案第41号

  国営土地改良事業に伴う地方公共団体の負担金

に関する件　　　　　　　　　　 （原案可決）

議案第42号

特定中山間保全整備事業に伴う地方公共団体の

負担金に関する件 （原案可決）

議案第57号

公の施設の指定管理者の指定に関する件

（原案可決）

一 般 議 事

1 ．付託議案審査の件

1．意見案発議の件 ［決定]

1 ．閉会中における所管事務継続調査申出の件

［決定]

水産林務委員会

○ 1月 5日（火） 開議 午後 1時27分

散会 午後 1時46分

第 5委員会室

委員長 沖田 龍児（民主）

開 議 前

1 ．新年のあいさつ ［委員長・水産林務部長］

一 般 議 事

1 ．道外調査実施報告の件 ［委員長報告］

1．平成22年度国費予算案の概要に関する報告聴

取の件 ［水産林務部長報告］

1．第 6次北海道栽培漁業基本計画の策定状況に

関する報告聴取の件

［水産林務部長、水産振興課長報告］

1．北海道内水面漁業調整規則の改正に関する報

告聴取の件 ［水産林務部長報告］
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1 ．全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果

に関する報告聴取の件

［学校教育局次長報告］

1．「第65回国民体育大会冬季大会の開催」に関す

る説明聴取の件 ［生涯学習推進局長報告］

○ 2月 2日（火） 開議 午後 1時23分

散会 午後 2時25分

第 9委員会室

委員長 山本 雅紀（自民）

一 般 議 事

1 ．パソコンソフトウェアの管理に関する報告聴

取の件 ［総務政策局長報告］

1．教育職員の時間外勤務等の縮減に関する報告

聴取の件 ［総務政策局長説明］

1．指定管理者の候補者選定に関する報告聴取の

件 ［生涯学習推進局長報告］

質 疑

1 ．千葉 英守委員（自民）

～教育職員の時間外勤務等の縮減について

1．佐々木 恵美子委員（民主）

～指定管理者の候補者選定について

質 問

1 ．道下 大樹委員（民主）

～全国学力テストについて

○ 2月22日（月） 開議 午前10時26分

散会 午前11時11分

第 9委員会室

委員長 山本 雅紀（自民）

一 般 議 事

1 ．平成22年第 1回定例会提出予定案件の事前説

明聴取の件 ［教育次長、学事課長説明］

1．アイヌ民族文化財保存・伝承活動事業の執行

に係る調査結果に関する報告聴取の件

［生涯学習推進局長報告］

1．これからの教育局の機能及び組織（修正案）

に関する説明聴取の件

［教育職員局長説明］

質 問

1 ．佐々木 俊雄委員（自民）

～アイヌ民族文化財保存・伝承活動事業の執行

に関する調査結果について

○ 3月15日（月） 開議 午後 2時43分

休憩 午後 2時46分

再開 午後 2時47分

休憩 午後 2時48分

再開 午後 4時57分

散会 午後 6時11分

第 9委員会室

委員長 山本 雅紀（自民）

付託案件の審査

議案第114号

損害賠償請求事件における和解の件

（原案可決）

一 般 議 事

1 ．付託議案審査の件

質 問

1 ．沢岡 信広委員（民主）

～教育委員会と教職員団体との関係などについて

～役員の逮捕について

～教特法など法令について

～学校における各種団体に対する便宜供与につ

いて

～地域・保護者等への認識について

～服務遵守の取組について

～北教組の活動について

○ 3月24日（水） 開議 午前10時40分

散会 午後零時33分

第 9委員会室

委員長 山本 雅紀（自民）

付託案件の審査

議案第77号

公の施設の指定管理者の指定に関する件

（原案可決）

議案第78号

公の施設の指定管理者の指定に関する件

（原案可決）
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質 問

1 ．喜多 龍一委員(自民)

～平成22年度国費予算案の概要について

○ 2月 3日（水） 開議 午前10時13分

散会 午前10時35分

第 5委員会室

委員長 加藤 礼一（自民）

開 議 前

1 ．委員の補充選任の報告及び新委員の紹介

［委員長報告]

その他の議事

1 ．議席の一部変更の件 ［決定］

1．「2010北方領土フェスティバル」出席の件

［決定］

1．北方四島周辺海域安全操業船への銃撃事案に

関する報告聴取の件［水産局長報告］

1．北海道立北方四島交流センターに係る指定管

理者の候補者選定に関する報告聴取の件

［北方領土対策本部長報告］

質 疑

1 ．田島 央一委員(民主)

～北方四島周辺海域安全操業船への銃撃事案に

ついて

1．岡田 俊之委員(民主)

～北方四島周辺海域安全操業船への銃撃事案に

ついて

1．花岡 ユリ子委員(共産)

～北方四島周辺海域安全操業船への銃撃事案に

ついて

○ 2月22日（月） 開議 午後 1時22分

散会 午後 2時38分

第 5委員会室

委員長 加藤 礼一（自民）

その他の議事

1 ．道内調査実施報告の件 ［委員長報告］

1．「2010北方領土フェスティバル」出席報告の件

［委員長報告］

1．平成22年第 1回定例会提出予定案件の事前説

明聴取の件 ［北方領土対策本部長説明］

1．北方四島周辺海域安全操業船への銃撃事案に

関する報告聴取の件 ［水産局長報告］

質 疑

1 ．山本 雅紀委員(自民)

～北方四島周辺海域安全操業船への銃撃事案に

ついて

1．花岡 ユリ子委員(共産)

～北方四島周辺海域安全操業船への銃撃事案に

ついて

1．喜多 龍一委員(自民)

～北方四島周辺海域安全操業船への銃撃事案に

ついて

質 問

1 ．山本 雅紀委員(自民)

～北方領土教育について

～他の領土問題地域との連携状況について

○ 3月24日（水） 開議 午後 1時25分

散会 午後 1時40分

第 5委員会室

委員長 加藤 礼一（自民）

付託案件の審査

議案第46号

公の施設の指定管理者の指定に関する件

（原案可決）

その他の議事

1 ．付託議案審査の件

1．北方四島周辺海域安全操業船への銃撃事案に

関する報告聴取の件 ［水産局長報告］

1．「北方領土の日」特別啓発の実施結果に関する

報告聴取の件 ［北方領土対策本部長報告］

1．北方四島交流事業、北方領土墓参事業及び北

方四島自由訪問事業の実施に関する説明聴取

の件 ［北方領土対策本部長説明］

新幹線･総合交通体系対策特別委員会

○ 1月 6日（水） 開議 午前10時16分

散会 午前10時32分

第 1委員会室

委員長 森 成之（公明）
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2 地域活性化・公共投資基金について

・補正予算の積み増し額の活用

3 医療施設耐震化臨時特例基金について

・事業対象の医療機関数

・今後の耐震化着工時期

4 介護職員処遇改善等臨時特例基金について

・基金の減額による介護職員の処遇改善への影響

・基金事業の使い勝手についての国への働きかけ

5 信用保証協会損失補償金について

・今年度の代位弁済額の見込みと平成22年度以

降の見込み

・代位弁済の増加傾向に対する道の対応

等について

梶谷 大志委員（民主）から、

1 財政課題について

・財政運営に係る所見

・不動産処分の今後の取組

・日本航空の株式の処分

・石油資源開発の株式の処分

2 雇用対策について

・緊急雇用創出事業の取組状況と効果、予算減

額の理由と今後の取組拡充の所見

・ふるさと雇用再生特別基金の今後の活用

3 環境対策の取組について

・北海道循環資源利用促進税基金の活用が伸び

悩んでいる理由

・利用促進のための取組

・バイオマス利活用フロンティア推進事業費の

減額補正の理由

・制度の改善を国に働きかけていくこと及び道

としての活用策についての所見

・太陽光発電による地球温暖化ガス削減効果、

経費削減効果の試算

・今後の教育現場への設置見通し

等について

花岡 ユリ子委員（共産）から、

1 介護基盤緊急整備等特別対策事業費について

・スプリンクラー整備事業費の減額の理由

・認知症高齢者グループホームの人員配置の改善

・今後のスプリンクラー整備箇所の見込み及び

関係部局の連携

2 保健福祉関係の義務的経費について

・予防給付に当たる額と介護給付の額の推移

・要介護認定見直しの影響について調査する考

えの有無

・国民健康保険基準超過負担金に係る指定自治

体数等

・制度の在り方

3 風力発電の風車による低周波音について

・低周波音による近隣住民の健康への影響に対

する認識及び環境調査実施に対する見解

・原因の究明と対策

4 道営住宅事業予算の確保について

・道営住宅事業特別会計の増額確保に対する所見

等について質疑及び意見があり、総務部長、総合政策部長、環境

生活部長、保健福祉部長、経済部長、農政部参事監、建設部長、

財政局長、教育次長、福祉局長、総務部総務課参事、財政課長、

保健医療局長、医療政策薬務課参事及び循環型社会推進課長から

答弁があって、議案第100号ないし第110号（先議案件）の質疑を

終結。

② 付託案件に対する意見調整は、理事会で行う

ことを決定。

③ 理事会において付託案件に対する意見調整の

結果、議案第100号は意見の一致をみるに至らな

かった旨の報告後、討論に入り、花岡ユリ子委

員（共産）から反対討論があって討論終結。採

決に入り、起立採決の結果、起立多数をもって

原案のとおり可決することを決定。

次に、議案第101号ないし第110号を一括議題

とし、原案のとおり可決することを諮り、異議

なく決定。

④ 先議案件に対する委員長報告については、委

員長に一任することを決定。

第 1 分 科 会

○ 3月12日（金） 開議 午後 5 時43分

散会 午後 5時50分

第 1 委員会室

第 1 分科委員長

遠藤   連（自民）

正副委員長の互選

① 分科委員長に遠藤連委員（自民）、分科副委員

長に稲村久男委員（民主）を選出。

② 付託議案の審査日程、質疑の方法、理事会の

設置、分科委員の異動、分科委員外委員の発言
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の取扱い、議席、次回委員会の開催予定につい

て決定。

③ 理事に東国幹委員（自民）、梶谷大志委員

（民主）、荒島仁委員（公明）を選出。

○ 3月17日（水） 開議 午前10時08分

散会 午後 5時09分

第 1 委員会室

第 1 分科委員長

遠藤   連（自民）

① 保健福祉部所管に対する質疑に入り、

中司 哲雄委員（自民）から、

1 グループホームについて

・老人の入居施設の種別とその差異

・認知症グループホームと障がい者グループホ

ームの制度上の違いの有無

・全道のグループホーム数及び最近 5 年間の設

置数並びに地域格差の有無

・指定基準及び認知症高齢者用と障がい者用と

の指定基準の違いの有無

・認知症高齢者グループホーム及び特別養護老

人ホームにおける利用者負担等の格差の有無

及び障がい者グループホームの状況

・建築基準法上の取扱い

・消防法上の違反がある場合の取扱いに係る道

の見解

・消防法上スプリンクラーの設置義務がない施

設に対する防火対策の働きかけ

・夜間の人員体制の不十分さを改善する必要性

に対する道の見解

・外部評価における問題点の報告の有無及びそ

の内容

・外部評価に係る費用が高過ぎるという指摘の

有無

・障がい者グループホームの具体的なサービス

内容

・障がい者施設入所者の意向調査の結果内容

・地域での生活への移行促進に対する道の取組

・今後の障がい者への支援に対する考え方

等について

稲村 久男委員（民主）から、

1 地域医療対策について

・ドクターヘリのこれまでの出動実績及びドク

ターヘリ運航調整委員会と基地病院や地域の

医療機関との連携状況

・道内の救命救急センターの設置状況と救急搬

送の実績及びドクターカーの配備状況

・ドクターカー導入に係る道の考え方

・周産期救急搬送コーディネーターの実施状況

と救命救急センターへの導入検討に向けた道

の考え方

・ドクターカーや周産期救急搬送コーディネー

ターの導入に対する地域医療再生交付金の活

用に係る道の考え方

・自治体病院等広域化･連携構想における「重点

的に取組んでいくとしている地域」での現時

点及び今後の取組

・救急医の育成･確保対策に係る道の考え方

・救急医療体制の充実に向けた今後の道の取組

の考え方と二次医療圏内における自治体間の

救急医療に係る財政負担のあり方や仕組みづ

くりの検討に対する道の見解

等について

冨原 亮委員（自民）から、

1 認知症対策について

・道内の認知症高齢者人口

・「高齢者保健福祉計画・介護保険事業支援計

画」における現状認識への見解

・医療機能調査の目的と調査時期及び結果の活

用時期

・認知症疾患医療センターの機能に対する期待

・道内の精神科医療機関数と精神科医療機関が

ない市町村数

・専門医療機関がない市町村があることを踏ま

えた上での地域支援体制への取組

等について

梶谷 大志委員（民主）から、

1 医療問題について

・道内 3 医育大学に係る直近３カ年の道内出身

入学者数及び卒業生の進路状況

・札幌市内の医療機関数及び無床診療所数の過

去 3年間における推移

・地方の病院に係る医師確保の取組に対する道

の所見

2 認知症対策について

・道における認知症の防止策

・虐待を受けた高齢者の人数と認知症である者

の割合

・虐待を未然に防止するための取組及び虐待が
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2 支庁制度改革について

・基本フレーム見直し案に係る日高町村会の意

見に対する道の回答を踏まえた日高町村会の

対応

・地方 4団体の意見

・広域事務に対する対応

3 国旗・国歌について

・「日の丸」「君が代」に対する認識

・道所管機関の入学式・卒業式における国旗・

国歌の取扱い

・国歌斉唱が行われていない機関に対する対応

・札幌医大へ国歌斉唱を求めることに対する見解

・小中高等学校における国歌・国旗の取扱い

等について

梶谷 大志委員（民主）から、

1 支庁制度について

・条例施行に伴い改革の理念である「地方分権

への対応」等の道民にとっての変更点

・地方 4 団体等とのこれまでの協議経過と理念

実現に向けた整合性

・条例施行 3 年後及び 5 年後における現行支庁

制度との違い

・広域事務における関係市町村との合意形成方

法に対する認識及び合意を得る見通し

・平成22年度の広域事務案の対応とすべてを見

送ることの可能性

・総合振興局長及び振興局長に付与する組織編

成権や人事権の具体的内容

・相互の信頼関係に基づく理解のまとめ方

・地域の理解が得られなかった場合に 4 月施行

にこだわらないことに対する道の所見

等について質疑、意見及び要望があり、総合政策部長、総合政策

部参事監、政策審議局長、新幹線・交通企画局長、地域主権局長、

地域主権局次長、政策審議局参事、空港活性化推進室参事及び地

域主権局参事から答弁があって、議事進行の都合により散会。

○ 3月18日（木） 開議 午前10時 4 分

散会 午後 4時26分

第 1 委員会室

第 1 分科委員長

遠藤   連（自民）

① 総合政策部所管に対する質疑を続行し、

高木 宏壽委員（自民）から、

1 HACの運営見直しについて

・道の関与団体としての位置付けと貸借対照表

等の公開に対する考え方

・現状把握の状況と評価結果

・今期第3四半期までの損益結果と今期の見通し

・減資による道の損失に対する認識と対応

・HAC単体での再生の可能性

・過去 3期における予算実績対比の状況

・JALの出資比率引き下げに対する見解

・路線別の収益状況と需要予測及び今後の路線

展開

・HAC便の丘珠集約に伴う費用と財政支援の意向

・JALに対するマイレージ維持要請の有無と対象

外となった場合の対策

・道内航空 2 社の合併に対する道の見解

・JALからの営業支援がない状態での今後の対応策

・新規路線検討に当たっての需要調査の実施状況

・従業員の雇用不安や流出に対する取組

・収支改善に向けた具体的方策

・経営検討委員会設置を含めた改革案作成の必

要性

・株主構成及び経営主体に対する道の考え方

・今後のHAC運営に対する道の考え方

等について

勝部 賢志委員（民主）から、

1 パソコンのソフトウエアの違法コピー問題に

ついて

・違反する法律の条項及び無断複製による音楽

CDを売りさばくケースとの差異

・道におけるパソコンやソフトウエアの購入方

法と配備方法

・国からの要求等によりやむを得ず使用したソ

フトウエアの有無

・実態調査の内容

・ソフトウエアの管理方法

・ソフトウエアライセンスの特性に応じた管理

方法に対する道の見解とソフトウェアが組み

込まれたパソコンを他の職員が使用する際の

問題点

・ソフトウエアの標準管理規格の内容と策定時

期及び導入自治体の有無

・問題の解決に向けた道の決意

等について

冨原 亮委員（自民）から、

1 道内空港の諸課題について

・近隣諸国と比較した着陸料の現状認識と着陸
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・HAC本社の丘珠空港への移転に対する道の見解

・HACの安定的経営構築に向けた道の今後の対応

4 支庁制度改革について

・条例成立後におけるこれまでの道の取組

・今後の道の対応

等について

花岡 ユリ子委員（共産）から、

1 夕張「再生」支援について

・平成22年度予算案における札幌市を除く道内3

4市の一般財源の確保状況

・夕張市の22年度予算案における普通交付税と

臨時財政特例債の計上額

・給与削減に係る国からの指導と規制

・17年後の人口推計と高齢化率の見込み及び厳

しい状況を踏まえた道の対応

・産炭地振興と地財対策の検証

2 新幹線等交通体系について

・ふるさと銀河線廃止後のバス助成制度の現状

と費用負担

・鳩山政権における並行在来線の取扱い

・新幹線が札幌まで延伸した場合の新千歳空港

と函館空港の旅客予測及び地方空港への影響

・JR 3 島会社における国の優遇措置の概要とJR

 北海道への優遇措置の累計額

・函館本線の存続に係る考え方

3 市町村公営企業の経営健全化等について

・平成20年度における道内市町村が経営する上

水道の経営状況と一般会計からの上水道事業

への繰り入れ額

・配水管等の施設整備に係る地方債等の財政措

置の対応方策

・市町村立病院の経営健全化に向けた今後の道

の取組

等について質疑、意見及び要望があり、総合政策部長、総合政策

部参事監、政策審議局長、科学IT振興局次長、新幹線・交通企画

局長、新幹線・交通企画局新幹線対策室長、地域づくり支援局長、

地域行政局長、地域主権局長、地域主権局次長、広報広聴課長、

情報政策課長、政策審議局参事、空港活性化推進室参事、新幹線

対策室参事、地域づくり支援局参事、市町村課参事兼市町村財政

健全化支援室長、市町村課参事及び地域主権局参事から答弁があ

って、総括質疑に保留された事項を除き、総合政策部所管に対す

る質疑を終結。

② 人事委員会所管に対する質疑に入り、

中司 哲雄委員（自民）から、

1 職員団体の登録等について

・地方公務員法に基づく登録団体となることで

得られる効果と登録の要件

・北教組・高教組・道教組・全道庁に係る道人

事委員会登録及び法人格の有無

・「職員団体等に対する法人格の付与に関する法

律」に基づく認証団体となることで得られる

効果と認証の要件

・道内の職員団体等で認証団体となっている団

体の有無

・登録団体及び認証団体が有する権利と課せら

れる義務の種類

・認証機関が認証団体に対して報告等を求める

際の要件

・北教組が登録要件を満たしているか否かの確

認及び登録を取り消すことへの見解

・職員団体からの脱退に制約を課すことに対す

る見解

・北教組の規約が脱退の自由を制限しているこ

とへの見解

・加入手続の際に係る支部大会承認の有無

・北教組の団体登録の取り消しに対する見解

・北教組に対する規約改正請求の有無

・人事委員会の指導に対する北教組の対応

・北教組の団体登録の取り消しに対する再度の

見解と指導方法

・登録団体と認証団体の取扱いに差異があるこ

とに係る受けとめ方

2 勤勉手当について

・道教委に対し勤勉手当の特例承認を認める理由

・A区分の職員割合の想定

・人事院におけるA区分の取扱いの趣旨に対する

受けとめ方

・管理職を除く学校職員のA区分の割合

・A区分の割合が低い学校職員の取扱いに対する

認識

・平成20年 4 月の道教委と北教組の交渉経過に

係る認識

・道教委の取扱いが人事委員会の指針に反する

ことに対する見解

・道教委に取扱いの是正を求めることへの見解

等について質疑、意見及び要望があり、人事委員会事務局長、事

務局次長、総務審査課長及び給与課長から答弁があって、人事委

員会所管に対する質疑を終結。
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○ 3月19日（金） 開議 午前10時 4 分

散会 午後 3時41分

第 1 委員会室

第 1 分科委員長

遠藤   連（自民）

① 総務部所管に対する質疑に入り、

高木 宏壽委員（自民）から、

1 関与団体について

・移行する法人によって扱いが違う理由

・公益法人に移行する法人に対する新たな支援策

・道からの返戻に従わない場合の対応方法

・道が出捐を引き揚げることによる影響に係る

考え方

・法人形態の分類方法の考え方

・限られた移行時期の中での対応方法

・返戻理由の考え方

・公益法人に移行する法人に提示する新たな支

援策に係る見解

・返戻要請に応じない法人が出た場合の道の考

え方

・立入検査結果の公表に対する取扱い

・立入検査結果に係る適切ではない財産の運用

方法の内容

・適切ではない財産運用の基準及び道における

影響

・仕組債を購入している団体名と購入額

・過去の監査での指摘に係る道の見解

・仕組債における各団体の評価損と実損につな

がった例

・不適切な財産運用に対する道の認識及び今後

の対応

等について

稲村 久男委員（民主）から、

1 道立試験研究機関の地方独立行政法人化につ

いて

・道立総合研究機構の研究成果の実用化に向け

た取組

・外部機関等との連携に積極的に取組むことに

対する見解

・今後の職員採用の考え方

・目標達成型組織文化の醸成や職員の意欲と能

力向上を図ることに対する見解

・道民等からの意見聴取とその活用に向けた取組

等について

東 国幹委員（自民）から、

1 庁舎管理業務委託について

・入札参加要件に官公需適格組合構成組合員の

実績を必要とする理由

・「競争入札参加資格関係事務取扱要領」の是正

に係る見解

・入札時に入札保証金を納付させる理由

・警備業務を警備業者に委託する意義

・庁舎警備委託業務の入札最低制限価格とその

設定の考え方

・警備委託料の積算の考え方

・落札価格が低い現状の改善に係る見解

・警備における仮眠時間を拘束時間として取扱

うことへの見解

・公共サービス基本法に係る総務部の認識

・委託業務の入札最低制限価格引き上げに係る

見解

等について

梶谷 大志委員（民主）から、

1 ハザードマップについて

・南米チリ大地震による津波警報に伴う避難指

示・勧告を行った市町村における津波ハザー

ドマップの作成状況と道が示した津波の大き

さによる避難対象範囲の活用状況

・このたびの災害に対する体制の現状

・市町村に対するハザードマップ作成等の働き

かけ

・今回の課題を踏まえた今後の取組

2 関与団体について

・国所管特例民法法人における基本財産等の取

扱いに係る所見

・返戻に応じ得る団体経営の安定化方策に対す

る見解

・再就職者と転職者の取扱いが異なることに対

する考え方

・要綱改正前に再就職していた者に在職期間の

引き下げを適用することに対する所見

・要綱改正の適用から外れる再就職者の数

・定年延長を視野に入れた人事管理のあり方

等について

小野寺 秀委員（自民）から、

1 アイヌ協会について

・補助事業で実施した物販事業の内容とアイヌ

協会の関わり

・物販事業の始期及び過去 5年間の売り上げ実績
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町村の設置努力義務に対する道の認識

・市町村の窓口体制の整備の現状と今後の対応

・市町村における専任相談員の配置に係る改善

の状況

・消費者行政活性化基金を未活用の18市町村の

状況分析

・基金活用最終年度までの取組

・広域連携による相談体制整備に対する見解

・市町村の役割に対する道の認識とこれまでの

対応

・相談員の処遇に対する認識とこれまでの処遇

改善の状況

・相談員の研修に対する道の認識と市町村の状況

・指定管理者の人件費

・処遇改善の推進に対する認識

・本道の消費者相談体制の整備に向けた取組

等について

小野寺 秀 委員（自民）から、

1 アイヌ政策について

・アイヌ文化振興財団の事業成果の公開に対す

る見解

・新たな不適切事案に対する道の対応

・助成金の返還に係る妥当性と道の認識

・財団の助成事業における処理方法に対する道

の考え

・返還金の負担に対する釧路支部会員の懸念に

対する道の対応

・返還金の取扱いに対する道の考え

・網走支部の事案における財団に対する調査の

実施の考え

・財団の問題点に対する認識と事業の向上に向

けた道の考え方

・アイヌ協会の改善策の議会提示時期

・改善策が乖離していた場合の道の対応

・責任の所在と改善策に対する見解

等について

滝口 信喜委員（民主）から、

1 地球温暖化対策について

・事業者の取組の促進に向けた道の対応

・北海道クールアース・デイの今年度の取組内

容と来年度の計画

・削減目標に対し温室効果ガス排出量が増加し

た要因及び今後の取組

・環境ビジネスの育成に向けた考え

・海の緑化による二酸化炭素吸収源対策に対す

る考え

・地域の関係団体との連携強化に対する道の見解

・基準年と目標年における削減量を比較した割

合及び現行の目標値との相違点

・今後の温暖化対策に対する部長の決意

2 アイヌ政策の推進について

・アイヌ政策推進会議における今後の検討内容

・アイヌ子弟修学資金制度創設の理念と今後の

制度改正の理由

・返還免除の基準額の見直し理由

・救済措置の必要性

・国の動向を見据えた制度の見直しに対する考え

・アイヌ協会に加入していない子弟の利用促進

に対する考え

等について質疑、意見及び要望があり、環境生活部長、環境生活

部次長、環境局長、生活局長、総務課参事、環境政策課参事、循

環型社会推進課参事、自然環境課参事及びくらし安全課参事から

答弁があって、総括質疑に保留された事項を除き、環境生活部所

管に対する質疑を終結。

② 教育委員会所管に対する質疑に入り、

田中 芳憲委員（自民）から、

1 遠距離通学費等補助制度について

・控除額の設定と引き下げの理由

・下宿している生徒の受給状況と控除額引き下

げによる影響

・制度改正により見込まれる補助対象者数

2 高校の授業料無償化について

・関連法案における「特別の事由がある生徒」

の具体例

・留年した生徒の取扱い

・地方負担に対する道教委の見解

・実施に向けての道教委の取組みに対する考え

・国への要請に対する教育長の見解

・高校配置計画への影響に係る教育長の見解

3 職員団体について

・教育公務員特例法により教員の政治的行為が

規制される理由

・禁止される行為の具体的事例

・自宅の壁に候補者や政党のポスターを張る行

為の違法性

・勤務時間外または居住地域外における行為の

違法性

・教え子や保護者以外に対する行為の公職選挙

法上の妥当性
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・支持者獲得のための行動の法的妥当性

・チラシ配布に係る規定内容

・過去の教育公務員特例法違反行為による処分

事例

・道教委としての厳正な対応に対する見解

・公務員の法令遵守の徹底に対する今後の取組

と道民に対する啓発

・今後の対応に対する教育長の見解

・校外研修に対する基本的な見解及び長期休業

中の自宅研修に対する見解

2 教員の人事について

・年齢や専門による地域偏在解消に向けたこれ

までの実態

・22年度の人事異動作業の状況とその実施主導者

・人事作業に対する職員団体の関与

・地域偏在解消に向けた教育局間異動に対する

見解

・教頭人事に対する見解

・問題のある扱い事例に対する見解と見直しに

向けた教育長の見解

・学校における道徳教育推進教師の実態と道教

委の認識及び改善に向けた対策

等について

滝口 信喜委員（民主）から、

1 教育文化行政について

・札幌交響楽団に対する平成14年度以降の改善

指導内容と経過

・現在の経営状況と音楽芸術に果たす役割に対

する認識

・道教委の今後の支援の考え方

・道立美術館における美術品取得基金の目的及

び作品の収集状況

・平成18年度以降の作品購入実績がない理由

・藤田嗣治作品の購入検討と断念の理由

・美術品取得基金の今後の利用に対する考え方

・北海道の芸術文化振興に係る教育長の基本的

な考え

等について

中村 裕之委員（自民）から、

1 アイヌ政策について

・アイヌ民族文化財保存・伝承活動事業の執行

調査の具体的内容

・郵送調査における回答票の未返送数及び未確

認部分の有無

・他事業と重複した実施事案が存在することに

対する見解

・再調査の実施及び今後の事業の対応に対する

見解

2 職員団体について

・勤勉手当の人数枠に係る北教組への情報提供

の理由と根拠及び廃止に対する考え

・平成21年 6 月期の勤勉手当に係る道教委から

市町村教育委員会への通知の必要性と今後の

取扱い

・苦情相談の内容と件数及びその処理方法に対

する見解

・苦情相談取扱要領に反する取扱いとその是

正に対する見解

・上位区分割合の当初方針を変更した理由

・平成20年12月以降の教職員のA・B区分該当者

の割合と道教委職員における状況

・現状のA区分の割合 1 ％を適正と判断する理由

・実態が制度の主旨に反するという考えに対す

る見解

・上位区分の取扱いの見直しに対する見解及

び成績判定の基準

・教職員と道教委職員との評定要素の相違点及

び教職員の特例的取扱いの見直しに対する

見解

・「規律性」に係る評定要素の着眼点の見直しに

対する見解

・成績区分適用に係る平成20年 4 月30日交渉時

の道教委説明と現時点の有効性

・北教組の主張に対する道教委説明の有効性

・ 3 回連続してA・B判定となった職員の割合

・北教組に対し同判定が「連続して適用される

ことなく」と説明した理由及び根拠

・人事委員会の運用指針に反する実情に対する

見解

・成績区分判定の連続適用に係る取扱いの見直

しに対する見解

・チラシ記載の学習指導要領の解釈の妥当性

・昨年の卒業式と入学式における国歌斉唱の職

務命令の発令状況と命令違反の有無

・違反者の処分状況と道教委による処分実施の

可否

・大空町の行った文書訓告処分への北教組の抗

議行動に対する教育長の受けとめ

・国旗・国歌に係るこれまでの交渉内容と北教

組における扱い及び道教委の認識
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等について教育長、教育次長、教育次長（兼）教育職員監、総務

政策局長、学校教育局長（兼）地域支援室長、生涯学習推進局長、

教育職員局長、新しい高校づくり推進室長、教職員課長、教職員

課参事、高校教育課長、義務教育課長、特別支援教育課長、生涯

学習課長、文化・スポーツ課長、文化・スポーツ課参事、教育職

員局参事、給与課長及び新しい高校づくり推進室参事から答弁が

あって、教育委員会所管に対する質疑を終結。

第 3 分 科 会

○ 3月12日（金） 開議 午後 5 時45分

散会 午後 5時53分

第10委員会室

第 3 分科委員長

角谷 隆司（自民）

正副委員長の互選

① 分科委員長に角谷隆司委員（自民）、分科副委

員長に橋本豊行委員（民主）を選出。

② 付託議案、審査日程、質疑・質問の方法等、

理事会の設置、分科委員の異動等、分科委員外

委員の発言の取扱い、議席の決定、次回委員会

の開催予定について決定。

③ 理事に小松茂委員（自民）、田島央一委員（民

主）、包國嘉介委員（公明）、大河昭彦（ﾌﾛﾝﾃｨｱ）

を選出。

○ 3月17日（水） 開議 午前10時 3 分

散会 午後 4時 8分

第10委員会室

第 3 分科委員長

角谷 隆司（自民）

① 水産林務部所管に対する質疑に入り、

八田 盛茂委員（自民）から、

1 ザラボヤによる漁業被害対策について

・現在の状況及び来年度の対策内容

・外来種が本道に移入した原因

・道内における生息状況

・ヨーロッパザラボヤの移動の規制

・今後の対策

2 栽培漁業の推進について

・第 5次栽培漁業基本計画での主な成果

・第 6 次栽培漁業基本計画で技術開発を推進す

る魚種と課題

・ナマコの大量種苗生産と放流技術開発におけ

る現状と課題及び今後の見通し

・今後の取組

3 磯焼け対策について

・磯焼け対策連絡会議の内容と成果及び今後の

活用

・今後の取組

等について

橋本 豊行委員（民主）から、

1 漁業後継者の就業支援について

・本道漁業を取り巻く環境の認識

・漁業者入門研修と新規就業との結びつき

・漁業への定着促進に向けた捉え方と対応策

・新規就業者に対する支援体制

・受け入れ体制と担い手の能力向上への取組状況

・新規就業者数の目標達成に向けた施策

2 昆布漁業の調査及び安定生産体制について

・昆布漁業生産力向上対策事業における調査の

実施状況

・昆布漁業の振興策の基本的な考え方と産地ご

とに事業計画を策定する考え

等について

小松 茂委員（自民）から、

1 道産木材の利用促進について

・選挙用ポスター掲示板に木材を利用している

市町村数と今後の木材使用の意向の状況

・道産木材利用に向けた道からの働きかけ

・今後の取組

2 二枚貝における貝毒の検査体制について

・現状認識と道の取組状況

・検査方法見直し後の貝毒の発生状況

・今後の検査の効率化に向けた取組方針

3 昆布加工品の原料原産地表示の義務化につい

て

・道の原料原産地表示の義務化に向けた取組

・義務化に向けた重量割合要件の見直しに対す

る見解

等について

高橋 亨委員（民主）から、

1 道立水産試験場と地域の連携について

・今後の水産試験場の位置づけと研究体制の組

立て
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・国のてん菜生産振興に対する道の見解

・飼料作物の生産数量目標実現への施策と取組

方向

・北海道農業の振興に対する部長の見解

等について質疑、意見及び要望があり、農政部長、農政部参事監、

食の安全推進局長、農政課長、食品政策課長、食品政策課参事、

農産振興課長、農産振興課参事、農業経営課長、農村計画課長及

び農地整備課長から答弁があって、議事進行の都合により散会。

○ 3月18日（木） 開議 午前10時 2 分

散会 午後 4時10分

第10委員会室

第 3 分科委員長

角谷 隆司（自民）

① 農政部所管に対する質疑を続行し、

長尾 信秀委員（民主）から、

1 北海道農業の生産振興について

・戸別所得補償制度の定額補償に加算される措

置に係る国への要請

・水田農家の経営安定に向けた国への対応

・米の生産数量配分の抜本的な見直しに対する

所見

・転作作物の定額助成に係る見解

・戸別所得補償制度に地域の自由裁量を生かす

ことに対する道の見解

・北海道の中核的農家が自立できる規模と食料

自給率の算定と予測及び後継者対策の進め方

・米価の下支え対策

・生産者に対する米価精算に係る課題と改善方法

・戸別所得補償モデル事業における交付金の控

除面積と数量及び余剰米対策

・戸別所得補償制度の運営に係る準備状況

・水田利活用自給力向上事業の影響とその把握

及び市町村等への指導内容

・「北海道価値」づくりを高めることに対する取組

等について

日下 太朗委員（民主）から、

1 農業試験研究機関の独法化について

・今後の試験研究用施設整備などに対する見解

・交付金の効率化係数を長期的・計画的に示す

必要性に対する見解

・圃場・家畜管理部門の直接雇用による体制維

持の必要性に対する見解

・管理担当者の再雇用に対する見解

・病害虫防除所に専門知識を有する者を配属す

る考え

・独法化後における農業改良普及センターとの

連携に対する見解

・農業改良普及センターとの情報の共有化に向

けた今後の対応の考え

・今後の取組に対する部長の決意

等について

包國 嘉介委員（公明）から、

1 道産小麦の振興対策について

・新品種「きたほなみ」への作付転換の現状

・予算削減に伴う小麦の乾燥調製施設整備への

影響

・産地に対する生産や流通面での指導の考え

・地域要望を満たす予算の確保に対する部の考え

・「麦チェン事業」の実施経緯とその背景

・道産小麦利活用率の成果指標と目標値の考え方

・「麦チェン」の目標達成に向けた課題

・課題に対する具体的な取組方法

・道産小麦の振興に対する部長の決意

等について

大河 昭彦委員（ﾌﾛﾝﾃｨｱ）から、

1 道立農業大学校・滝川キャンパスについて

・滝川キャンパスの開設に係る経緯と結果及び

現在の状況

・花・野菜技術センターとの連携をやめた理由

・道立農業大学校における稲作経営専攻コース

の定員の考え方に対する道の見解

・道内の農業高校や大学等との機能分担とすみ

分け

・花・野菜技術センターを農業大学校の機能拡

充に利用することへの見解

・地元から要請のある稲作園芸経営学科の開設

に対する今後の対応

・農業大学校の機能強化に対する見解

等について質疑、意見及び要望があり、農政部長、食の安全推進

局長、農業経営局長、農政課参事、食品政策課参事、農産振興課

長、農産振興課参事、農業経営課長及び技術普及課長から答弁が

あって、農政部所管に対する質疑を終結。

② 経済部所管に対する質疑に入り、

八田 盛茂委員（自民）から、

1 観光振興について

・滞在型観光地づくりに対する認識及び観光圏

整備事業の取組状況と道としての支援策
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含めた今後の取組

2 ものづくり産業の振興について

・出荷額及び道内総生産に占める割合の実績と

推移

・製造品出荷額が順調に伸びていない原因と伸

びた産業

・輸出・移出が超過している業種と輸入・移入

が超過している業種

・道内の域際収支の赤字額と現状認識

・域際収支の改善に向けた見解

・食産業や関連産業による北海道経済の牽引

等について質疑、意見及び要望があり、経済部長、参事監、経済

部次長、観光局長、観光局次長、商工局長、商工局次長、産業立

地推進局次長、労働局長、総務課参事、観光局参事、産業振興課

長、産業振興課参事、商業経済交流課長、雇用労政課長及び雇用

労政課参事から答弁があって、議事進行の都合により散会。

○ 3月19日（金） 開議 午前10時 3 分

散会 午後 3時17分

第10委員会室

第 3 分科委員長

角谷 隆司（自民）

① 経済部所管に対する質疑を続行し、

高橋 亨委員（民主）から、

1 今後の観光戦略と新幹線効果について

・成長産業における観光の位置付け

・社団法人北海道観光振興機構と道の役割分担

・上海万博が中国人の道内観光に与える影響

・北海道観光のくにづくり行動計画の目標値設

定において定住人口の減少を勘案したかどうか

・道民への道内旅行喚起に向けた考え

・自然・食・温泉の三大コンテンツの生かし方

・縄文ロードの評価と北海道観光に対する位置

付け

・総合的に北海道観光をプロデュースすること

への考え

・新幹線の開業を契機とした観光客誘致に向け

た道の役割と具体的な対応

・新幹線の開業に伴う経済へのインセンティブ

に係る考え

・新函館駅開業に向けた北海道の観光・経済振興

・新幹線開業にあわせた各種の事業展開

・高級生鮮海産物等に特化した新幹線の貨物利

用に対する見解と実現に向けた対応

・新幹線の開業に向けた道の役割と札幌延伸に

向けた体制づくりに係る部長の見解

等について

小松 茂委員（自民）から、

1 エネルギー対策と地域経済の活性化について

・道内の環境エネルギー関連市場の拡大に向け

たこれまでの取組

・今後の取組と市町村への支援

・中小企業等における省エネルギー推進に係る

支援内容

・消費者の理解促進に向けた取組

・エネルギー資源の利活用に向けた技術開発に

対する取組

・道産低炭素化技術の振興に向けた取組

・地域における省エネや新エネに係る取組と導

入促進に向けた課題

・エネルギー「一村一炭素おとし」事業におけ

る支援の仕組みと事業実施の効果並びに地域

への取組喚起に対する考え

・北海道エネルギー問題懇談会での検討内容及

び提案内容とその対応に対する部長の考え

2 農商工連携について

・地域における活動状況及び課題とその対応

・農商工連携ファンドの予算規模と実績及び地

域別の採択状況

・農商工連携ファンドのこれまでの成果と今後

の見込み

・地域間において取組に偏りがある要因とその

対応

・食クラスターにおける展開内容

・今後の展開に向けた部長の決意

3 上海万博を契機とした北海道戦略について

・中国における「北海道」の商標の出願・登録

状況と監視体制及び道産品輸出用シンボルマ

ーク出願の検討状況と今後のスケジュール

・シンボルマークの使用基準と実施時期及び上

海万博時の物産展での使用の可否

・道産品輸出目標に向けた方策と根拠

・中国マーケット開拓に向けた上海での体制の

考え方

等について

長尾 信秀委員（民主）から、

1 北海道経済・産業の活性化について

・本道の経済成長見通しが連続マイナス成長で

あることへの所見
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・国旗・国歌に対する見解

・一部の道所管機関で国歌斉唱がされていない

ことへの見解

・道内の小中高等学校における国旗・国歌の取

扱いに対する認識

3 道職員の採用について

・22年度に実施する採用試験の採用予定者数

4 支庁制度改革について

・地方 4 団体の意見とそれに対する知事の受け

止め方

・町村会との間で「協議とは合意を得るもの」

との確認を行っているのかどうか

・22年度の広域事務案についての対応に対する

見解

・支庁制度改革への取組に対する知事の見解

等について

斉藤 博委員（民主）から、

1 夕張市の財政再生計画について

・今後の夕張市への対応について

2 支庁制度改革について

・今日的状況に対する知事の認識と今後の対応

・地方 4 団体と公開協議をしないで最終判断し

ようとしていることへの見解

・速やかに地域との「協議の場」を開催すべき

とすることに対する見解

・今後の「弾力的な対応」についての見解

・「協議の場の設置について」の確認事項を守る

ことは知事の見解であるとすることに対する

見解

・檜山、日高地域との協議を実施・合意を図る

ことへの見解

3 アイヌ政策の推進について

・大学修学資金制度の在り方を検討することに

対する見解

4 雇用対策について

・基金を活用した事業の観点及び目標について

の所見

・23年度以降の具体的方策

5 今後の観光戦略と新幹線効果

・観光集客のため旅行代理店に道費を支出する

手法に対する所見

・民間などの観光映像事業と道費事業との棲み

分けについての所見

等について

石塚 正寛委員（自民）から、

1 道営電気事業について

・今後の経営形態についての所見

2 国の事業仕分けについて

・農業農村整備事業予算の削減についての受け

止め方

・農業基盤整備の促進に対する見解

3 ものづくり産業の振興について

・道の物づくり産業の集積についての認識

・食クラスターの具体的取組と目指す姿

・北海道経済の目指すべき姿や必要な取組につ

いての認識や決意

4 北海道劇場について

・舞台芸術を含め本道の文化振興についての見解

等について

小野寺 秀委員（自民）から、

1 アイヌ政策について

・アイヌ協会の対応についての見解

・大学修学資金貸付制度の理念に反した受給が

行われていなかったかどうかの調査を行うこ

とと、道義的責任追及についての見解

・弁明書に記載された問題点についての調査実

施への見解

・アイヌ文化振興財団の組織見直しの必要性に

ついての見解

・アイヌ協会の簿外処理をどのように指導して

いくのかについての見解

・アイヌ協会役員の責任についての所見

・アイヌ協会とアイヌ文化振興財団に対する今

後の政策見直しについての見解

等について

花岡 ユリ子委員（共産）から、

1 社会福祉施設の安全対策等について

・スプリンクラー等の整備について道独自の助

成制度を設けることへの見解

・夜勤職員の配置について助成制度を設けるこ

とへの見解

・道独自の助成制度についての見解

2 消防施策の充実について

・市町村の消防車両や消防職員の充足率を高め

ることができるよう国に働きかけていくこと

についての見解

3 市町村公営企業の経営健全化等について

・水道管整備に対する国の補助制度について関

係団体や市町村の意見をどのように掌握し、
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それについてどう考えているか

・道内市町村における水道管の老朽化への認識

及び対応

・水道管整備に対する道独自の助成制度を検討

することについての見解

等について質疑、意見及び要望があり、知事から答弁があって、

総括質疑を終結。

③ 付託案件に対する意見調整は、理事会で行う

ことを決定。

④ 理事会において付託案件に対する意見調整の

結果、議案第 1 号、第 5 号、第 6 号、第10号、

第12号、第13号、第16号及び第17号については

意見の一致をみるに至らなかった旨の報告の後、

号については、これを撤回し、組み替えのうえ、

再提出を求める動議が提出され、勝部賢志委員

（民主）から提出者の説明の後、討論に入り、

花岡ユリ子委員（共産）の反対討論があって討

論終結。

次に三津丈夫委員（民主）ほか 1 名提出の動

議を問題とし、起立採決の結果、起立少数をも

って動議を否決することに決定。

次に議案第 1号を問題とし、起立採決の結果、

起立多数をもって原案のとおり可決することに

決定。

次に議案第 5 号、第 6 号、第10号、第12号、

第13号、第16号及び第17号を問題とし、起立採

決の結果、起立多数をもって原案のとおり可決

することに決定。

次に議案第 2 号ないし第 4 号、第 7 号ないし

第 9 号、第11号、第14号、第15号、第20号、

第23号、第36号ないし第38号、第90号、第91号

及び報告第 1 号を問題とし、原案のとおり可決

することを諮り、異議なく決定。

⑤ 遠藤連委員（自民）から、配付の附帯意見を

委員長報告に挿入されたい旨の動議があり、こ

れを諮って動議成立。本動議を直ちに議題とし

討論に入り、花岡ユリ子委員（共産）から反対

討論があって討論終結。採決に入り、起立採決

の結果、起立多数をもって動議を可決すること

に決定。

⑥ 付託議案に対する委員長報告については、委

員長に一任することを決定。

⑦ 委員長から、付託案件に対する審査の終了に

当たり、あいさつがあって閉会。

附 帯 意 見

1 ．北海道の経済・雇用状況は、国や道の景気

対策もあって、一部にやや明るさが見られる

ものの、依然として厳しい情勢が続いている。

特に、新規学卒者の就職は厳しさを極めてお

り、社会に巣立とうとする若者の夢と希望を

くじく結果となっている。道は、あらゆる方

策を尽くして、経済・雇用状況の改善に努め

るべきである。

1 ．国の農政方針の転換により、北海道農業の

振興に欠くことのできない農業基盤整備事業

などが大幅に削減されることとなった。国の

食料自給率向上や消費者・実需者のニーズに

責任を持って対応する北海道農業を確立する

ためにも、農業・農村整備事業等の必要な予

算の確保を強く国に求めるべきである。

1 ．今回、 7 名もの犠牲者を出したグループホ

ーム火災については、制度上や運営者側、指

導・監督に当たる道や市の体制など、さまざ

まな問題があることが明らかとなった。道と

して、こうした問題点を早急に検証するとと

もに、こうした悲惨な事故が二度と起こらな

いよう早急に対策を講じるべきである。

1．国は、「全国学力・学習状況調査」について、

地方の意見を酌み取ることなく全国悉皆調査

を一方的に抽出調査に切りかえたが、学力向

上のためには過去の検証と反省のもと、改善

を行うべきであり、そのためにも悉皆調査は

欠くことができないものである。また、教育

には、適度な競争とそれに伴った向上心が不

可欠であり、学習到達度を客観的に判断する

ためにも調査結果を公開することが必要であ

る。

道は、厳しい財政状況にもかかわらず、独

自予算で全道市町村の悉皆調査を支援してお

り、国に対して悉皆調査の復活を求めるべき

である。

三津丈夫委員（民主）ほか 1 名から、議案第 1
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資 料

第 1回定例会において議決を経た条例の公布調

件 名 議決年月日 公布年月日 公 布 番 号

北海道地域活性化・公共投資基金条例 H22. 2.23 H22. 2.26 北海道条例第 1 号

北海道地域医療再生臨時特例基金条例 H22. 2.23 H22. 2.26 北海道条例第 2 号

北海道緊急雇用創出事業臨時特例基金条例の一部を改正す
H22. 2.23 H22. 2.26 北海道条例第 3 号

る条例

北海道医療施設耐震化臨時特例基金条例の一部を改正する
H22. 3.15 H22. 3.16 北海道条例第 4 号

条例

北海道介護基盤緊急整備等臨時特例基金条例の一部を改正
H22. 3.15 H22. 3.16 北海道条例第 5 号

する条例

地方独立行政法人北海道立総合研究機構への職員の引継ぎ
H22. 3.24 H22. 3.31 北海道条例第 6 号

に関する条例

北海道政策評価条例の一部を改正する条例 H22. 3.24 H22. 3.31 北海道条例第 7 号

北海道職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例 H22. 3.24 H22. 3.31 北海道条例第 8 号

北海道特別職職員の給与等に関する条例の一部を改正する
H22. 3.24 H22. 3.31 北海道条例第 9号

条例

北海道職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する
H22. 3.24 H22. 3.31 北海道条例第10号

条例

北海道職員等の定数に関する条例の一部を改正する条例 H22. 3.24 H22. 3.31 北海道条例第11号

特定工業等導入地区等における道税の課税の特例に関する
H22. 3.24 H22. 3.31 北海道条例第12号

条例の一部を改正する条例

北海道プレジャーボート等の事故防止等に関する条例の一
H22. 3.24 H22. 3.31 北海道条例第13号

部を改正する条例

北海道総合政策部の事務処理の特例に関する条例の一部を
H22. 3.24 H22. 3.31 北海道条例第14号

改正する条例

北海道市町村振興基金条例の一部を改正する条例 H22. 3.24 H22. 3.31 北海道条例第15号

北海道アイヌ子弟大学等修学資金等貸付条例の一部を改正
H22. 3.24 H22. 3.31 北海道条例第16号

する条例
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件 名 議決年月日 公布年月日 公 布 番 号

北海道環境生活部手数料条例の一部を改正する条例 H22. 3.24 H22. 3.31 北海道条例第17号

北海道保健福祉部手数料条例及び北海道保健福祉部の事務
H22. 3.24 H22. 3.31 北海道条例第18号

処理の特例に関する条例の一部を改正する条例

北海道後期高齢者医療財政安定化基金条例の一部を改正す
H22. 3.24 H22. 3.31 北海道条例第19号

る条例

北海道建設部手数料条例の一部を改正する条例 H22. 3.24 H22. 3.31 北海道条例第20号

北海道屋外広告物条例の一部を改正する条例 H22. 3.24 H22. 3.31 北海道条例第21号

北海道税外諸収入金の徴収に関する条例の一部を改正する
H22. 3.24 H22. 3.31 北海道条例第22号

条例

北海道企業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部
H22. 3.24 H22. 3.31 北海道条例第23号

を改正する条例

北海道学校職員の給与に関する条例及び北海道学校職員の
H22. 3.24 H22. 3.31 北海道条例第24号

勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例

北海道地方警察職員の給与に関する条例の一部を改正する
H22. 3.24 H22. 3.31 北海道条例第25号

条例

北海道地方警察職員の給与に関する条例の一部を改正する
H22. 3.24 H22. 3.31 北海道条例第26号

条例

北海道地方警察職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を
H22. 3.24 H22. 3.31 北海道条例第27号

改正する条例

北海道立工業試験場条例等を廃止する条例 H22. 3.24 H22. 3.31 北海道条例第28号
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北海道議会議員補欠選挙結果（網走市）

鰹谷忠議員（民主）の退職に伴う網走市北海道議会議員補欠選挙（欠員 1名）は 1月 15 日告示され、

同日、立候補届け出を締め切った結果、佐藤伸弥氏（無・新）以外に届け出がなく、無投票当選した。

（ 1月 26 日、当選人告示）
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2 月の出来事

1 日 ○企業再生支援機構の支援を受け再出発し

た日本航空は、会長に京セラ名誉会長の

稲盛和夫氏、社長に大西賢氏が就任し新

体制が発足した。

2日 ○北方領土・国後島沖で根室管内の羅臼漁

協所属の漁船 2隻がロシア国境警備隊に

銃撃された問題で、銃撃のあった 1 月29

日当時の 2 隻の衛星通信漁船管理システ

ムの記録に 4時間半の空白があることが

第 1管区海上保安部の調べで判明した。

4日 ○小沢民主党幹事長の資金管理団体の収支

報告書虚偽記入事件で、東京地検特捜部

は政治資金規正法違反の罪で石川知裕衆

院議員ら現・元秘書 3人を起訴、共犯と

して告発されていた小沢氏は嫌疑不十分

で不起訴とした。

7日 ○ハイチ大地震復興支援のためのPKOに参

加する陸上自衛隊の国際救援隊第 1陣が

首都ポルトープランスに到着。PKOでの自

衛隊の大規模派遣は中南米では初。

9日 ○トヨタ自動車は新型プリウスなどハイブ

リッド車 4 車種をリコールすると発表し

た。対象は世界で計約43万7000台。

○イラン政府は濃縮度約20％の医療用ウラ

ンの製造を開始した。欧米は核兵器開発

につながると懸念。

11日 ○小沢民主党幹事長の資金管理団体の収支

報告書虚偽記入事件で起訴された石川知

裕議員が民主党を離党。議員辞職はしな

い意向を示した。

12日 ○栃木県足利市で1990年、 4 歳の女児が殺

害された足利事件の再審第 6回公判が宇

都宮地裁であり、検察側が無罪論告。

菅谷利和さんが最終意見陳述し、結審し

た。

15日 ○バンクーバー冬季五輪第 4 日のスピード

スケート男子500メートルで長島圭一郎、

加藤条治がそれぞれ銀、銅のメダルを獲

得した。今大会での日本選手団最初のメ

ダルとなった。

17日 ○道は2010年度道予算を発表、一般会計は

2009年度当初予算比 2％減の 2兆8181億

円、当初予算としては 4年連続の赤字予

算編成となった。

19日 ○法務省は省政策会議で、「選択的夫婦別姓

制度」を柱とする民法改正案概要を提示。

政府は今国会への提出を検討。

22日 ○道は北方領土・国後島沖で安全操業して

いた根室管内羅臼漁協に所属する漁船

(全19隻）のうち、位置情報記録に 2時間

以上の空白があった船は、船長が逮捕さ

た 2隻を除いて、計14隻に上ることを明

らかにした。

23日 ○2010年度に中学卒業までの子どもに 1人

あたり月 1 万 3千円を支給するための子

ども手当法案が、衆院本会議で審議入り

した。

○世界保健機関（WHO）事務局長の諮問機関

は電話による会合を開き、新型インフル

エンザの世界的大流行（パンデミック）

が「最盛期後」の段階に入ったとの判断

は時期尚早と勧告した。

24日 ○「 1票の格差」が最大約2.30倍だった昨

年の衆院選の無効を求めた訴訟の判決で

東京高裁は、「選挙権の平等を求める憲法

に反する程度に至っていた」と違憲状態

と認定した。

25日 ○厚生労働省は、飲食店やホテルなど不特

定多数の人が利用する公共的な空間を原

則として全面禁煙とするよう求める通知

を自治体に出した。

27日 ○南米チリで27日午前 3時34分（日本時間

午後 3 時34分）ごろ、マグニチュード8．

8の地震が起き、死者は400人を超した。

津波は28日、日本沿岸に及んだ。三陸地

域沿岸に17年ぶりに大津波警報が出され

た。津波の高さは岩手県久慈港、高知県

須崎港で1.2メートル、根室市花咲港で1

メートル。
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3 月の出来事

1 日 ○民主党の小林千代美衆院議員（道 5 区）

陣営に北教組が選挙資金計1600万円を違

法に提供したとされる事件で、札幌地検

は、政治資金規正法違反（企業・団体献

金の禁止）の疑いで北教組幹部 3人と小

林陣営の会計責任者を逮捕した。

9日 ○岡田克也外相は、外務省有識者委員会の

報告を受け、日米安保条約改定時の核持

ち込みなど三つの秘密合意を密約と認

定。核持ち込みは「ない」としてきた政

府見解を修正した。

10日 ○佐渡トキ保護センター（新潟県佐渡市）

の野生復帰ステーション順化ケージで、

放鳥に向け訓練中のトキ 9 羽が死んでい

るのが見つかった。テンに襲われたと判

明した。

11日 ○北方領土ビザなし渡航の日ロ代表者間協

議がロシア・ユジノサハリンスクで続開。

例年並みの交流規模で合意した。ただサ

ハリン州の代表者は協議後、交流時の対

話集会の拒否を表明した。

13日 ○13日未明に札幌市北区にある認知症グル

ープホーム「みらい とんでん」から出

火、木造 2 階建て延べ約520平方メートル

の内部を全焼し、入居者の男女 7人が死

亡した。道警は 1階居間の灯油ストーブ

付近から出火したとみて原因を調べると

ともに、業務上過失致死容疑も視野に捜

査を進める。

18日 ○ワシントン条約締約国会議の第 1委員会

は、大西洋・地中海クロマグロの国際取

引を全面禁止する提案を反対多数で否決

した。

20日 ○バンクーバー冬季パラリンピックのアル

ペンスキーの男子スーパー大回転で、

網走市出身の狩野亮（かのう・あきら）

が金メダル。19日の滑降の銅メダルに続

き連日のメダル獲得となった。アルペン

の高速系種目で日本男子の金メダルも史

上初めて。

21日 ○米下院は公的補助の充実で国民の保険加

入率を95％に拡大する医療保険改革法案

を可決し、オバマ大統領が23日に法案に

署名し成立した。国民皆保険制度がなか

った米国では歴史的転換点。

24日 ○鳩山政権が当初予算として初めて編成し

た10年度予算が成立。一般会計総額92兆

円超、新規国債発行額44兆円超で、いず

れも過去最大で、当初予算段階から借金

が税収を上回ったのは戦後初。

26日 ○栃木県足利市で1990年、 4 歳の女児が殺

害された足利事件の再審で宇都宮地裁

が、菅谷利和さん（63）に無罪判決。 3

裁判官が起立して謝罪した。検察が上訴

権を放棄し、判決は即日確定した。

○新千歳空港国際線ターミナルが26日開業

した。ターミナルは総工費200億円。出発

ロビーなど旅客スペースが 5倍に広が

り、混雑緩和が期待される。開業時の新

規就航はなく、国際線の充実が課題とな

る。

○中国公安省は2008年に発覚した中国製ギ

ョーザ中毒事件で、ギョーザに殺虫剤「メ

タミドホス」を混入させたとして、ギョ

ーザ製造元の元臨時工（36）の男性を拘

束したと発表した。

27日 ○2000年の有珠山噴火から10年の節目に火

山防災について考えようと、記念フォー

ラムが聴衆120人を集めて、伊達市松ヶ枝

町「だて歴史の杜カルチャーセンター」

で開催された。

28日 ○オバマ米大統領はアフガニスタンの首都

カブールを電撃訪問し、カルザイ大統領

らと会談し、汚職体質の一掃や司法制度

の充実など、民生面での成果を要求した。

30日 ○ロシアの首都モスクワの中心部にある二

つの地下鉄駅で連続して爆発があり、40

人が死亡。80人以上が負傷した。治安当

局は、女 2名の自爆爆破テロと断定した。

－ 108 －




